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平成 29 年度　豊田市矢作川研究所シンポジウム記録

　本稿は，下記のとおり開催した豊田市矢作川研究所シンポジウムの記録である．紙面の都

合により発言の内容は本誌編集委員会の責任においてその主旨を損なわないよう配慮し簡略

にした．また，報告に使用したスライドの一部及びパネルディスカッションのスライドの全

てを割愛した．

川の新たな恵みを創ろう

～川辺の「守
も

り」をつなげるために～

平成 29 年度豊田市矢作川研究所シンポジウム記録

「川の新たな恵みを創ろう　～川辺の「守
も

り」をつなげるために～」

◆日時　平成 30 年 2 月 3 日（土）13：30 ～ 16：30

◆場所　JA あいち豊田ふれあいホール

◆報告　「豊田市の水辺愛護活動とめざす川辺の姿」

　　　　　洲崎燈子・吉橋久美子（豊田市矢作川研究所）

　　　　「有
あ ん ま

間竹林愛護会の活動」

　　　　　原田茂男（有間竹林愛護会）

　　　　「 矢作川を見たい！　トヨタ自動車・トヨタグループ従業員によ

る竹林伐採ボランティア活動」

　　　　　田中建三（トヨタ自動車㈱トヨタボランティアセンター）

◆講演　「 放置竹林を地域のお宝へ　『環境と観光と地域作り』竹で遊ぼう・

竹で暮らそう」

　　　　　曽根原宗夫（天竜舟下り㈱）

◆意見交換　「川辺の『守
も

り』をつなげるために」

　　　　　パネリスト　　　／曽根原宗夫（天竜舟下り㈱）

　　　　　　　　　　　　　／原田茂男　　（有間竹林愛護会）

　　　　　　　　　　　　　／田中建三　　（トヨタ自動車㈱

トヨタボランティアセンター）

　　　　　　　　　　　　　／今井忠良　　（石倉水辺公園愛護会）

　　　　　進　　行　　　　／洲崎燈子　　（豊田市矢作川研究所）

　　　　　　　　　　　　　／吉橋久美子（豊田市矢作川研究所）

　　　　　書　　記　　　　／名畑恵　　　（NPO まちの縁側育くみ隊）
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○司会（内田）　これより，豊田市矢作川研究所シンポ

ジウム「川の新たな恵みを創ろう～川辺の「守り」をつ

なげるために～」を始めます．本日司会を務めます矢作

川研究所の内田朝子です．よろしくお願いいたします．

それでは最初に主催者を代表して，豊田市副市長　礒谷

裕司より開会のご挨拶を申し上げます．

○礒谷　皆さん，こんにちは．本日はお休みのところ大

勢の方にお集まり頂き，大変ありがとうございます．日

頃は豊田市の河川行政，とりわけ矢作川の自然環境の保

全に対しましては格別のご理解とご支援を賜っておりま

すこと，改めて御礼を申し上げます．ありがとうござい

ます．

　本日は国会のお忙しい中，八木先生にもお越し頂いて

います．ありがとうございます．それから，ご後援を頂

いております国土交通省豊橋河川事務所様，愛知県豊田

加茂建設事務所様，矢作川水系八漁協連絡協議会様，ま

ことにありがとうございます．

　今日のシンポジウムですが，川の保全をつなげるた

めにどうしようかというお話なのですけれど，昨日，

国際連合地域開発センターと豊田市の共催で，能楽堂

でSDGsのシンポジウムがございました．SDGsと言う

と分かりにくいのですが，Sustainable Development 

Goalsということで，これからの持続可能な開発のため

の 17 の目標です．これは国際連合が設定したのですけ

れど，環境だけではなくて，交通とか経済，人の暮し，

人材育成などを含め，公平に暮らせる世の中をつくろう

という目標です．

　昨日は，ニュースキャスターをされていた国谷裕子さ

んという方にご講演頂いた のですが，SDGsの目標の中

身についての説明で，「これは日本古来の考え方です」

というお話がありました．その一つは「もったいない」

ということ，もう一つは「お互いさま」ということ．こ

れは物を大事にする，ある物を大切に使う，それから，

お互いに協力して助け合って生活していくということで

す．その二つを聞いた時に，「ああ，もったいない，物

を大事にする，お互いさま，みんなで協力して物事に当

たるということはやはり万国共通の基本なんだな，全世

界共通なんだな」ということを改めて再認識致しました．

　昨日の発表は，連携するというテーマと，次世代の技

術をどう生活に生かすかというテーマで行われました．

我々が生活する中で，いろいろな利害関係者の方が見え

るのですけれど，皆さんとどうやって連携・協力して，

その関係を次世代に残していくかというお話だったので

すね．

　今日お話を頂く河川環境につきましても，その一つな

のですね．今日のテーマも，いろいろいっぱい関係者が

お見えになる中で，どういった取組を連携してやって

いって，どう次につなげていくのだと，そういうお話だ

というように思っています．大変大事な取組でございま

して，今日お集まりの皆さん方の中にもお見えになりま

すが，豊田市では今，19 の水辺愛護会の方々が河川の

水辺環境の活動をして下さっています．豊田市の中心市

街地では，矢作川森林塾さんがもう 10 年もスタジアム

前で竹伐りを続けて，すばらしい景観をつくり，守って

下さっています．それから，トヨタ自動車のボランティ

アの方々には，何百人という単位で竹伐りの活動を本当

に一生懸命やって頂いて，今，久澄橋から下流を見て頂

くともう竹が全然なくて，すごく見晴らしがいい状況に

なっているのですね．そのように皆さん方と連携・協力

してやっていくことによって，河川環境がよくなってい

ます．

　ただ，竹を伐るだけではなくて，これからどうやって

環境をうまく保全しながら活用していくかということが

大事だと思っています．豊田市も 2019 年に豊田スタジ

アムでラクビーワールドカップの試合がございます．日

本代表戦を含めまして４試合が予定されています．その

時に海外からもたくさんの外国人の方がお見えになりま

すので，ぜひその方たちに豊田市の駅からスタジアムま

で歩いて頂き，矢作川の景観を見て，矢作川の河川空間

で楽しんで頂けるように，我々も今，豊橋河川事務所さ

んと一緒に水辺プロジェクトということで考えています．

　今日，配布物の中にチラシを入れさせて頂きました

が，豊田市を舞台に「星めぐりの町」という映画をつく

らせて頂きました．今，全国で公開中でございます．既

にご覧になって頂いた方もお見えになると思いますけれ

ども，豊田市は本当に自然豊かなところでございますの

で，いろいろなところを舞台にして撮って頂いています．

この映画には，大いに豊田市の自然をアピールする，そ

して今の豊田市を残していく，皆さんに伝えるといった

意味で価値があると思っています．内容も大変よく，見

る人によっては賛否いろいろございますけれども，ほの

ぼのとした人情ドラマになっておりますので，ぜひご覧

頂ければと思います．

　また，話が戻りますけれども，河川空間の自然環境を

保全する上で，皆さん方，いろいろご苦労がある中で，

どうやって工夫し，楽しみながら次世代につなげていく

かということで，天竜川のほうから曽根原さんに来て頂
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いていて，後でご講演頂きますが，その内容も今後の活

動のヒントにして頂いて，ぜひこういったすばらしい活

動を継続して頂きますようにと思います．今日は忌憚の

ないご意見を賜り，我々も一緒になって考えてまいりた

いと思いますので，どうぞよろしくお願いしたいと思い

ます．ありがとうございました．

○司会　ありがとうございました．それではご来賓の方

からご挨拶を賜りたいと思います．衆議院議員　八木哲

也様，お願い致します．

○八木　改めまして，みなさん，こんにちは．ただいま

ご紹介賜りました衆議院議員の八木哲也でございます．

ご指名でございますので一言ご挨拶申し上げたいと思い

ます．

　今日の矢作川研究所シンポジウムは，「川の新たな恵

みを創ろう」ということであります．この資料をぺらぺ

らと見させて頂いたら，私も知らなくて恥ずかしい限

りでありますけれども，今，19 の水辺愛護会が，また，

竹の関係でわくわく事業で取り組んでおられる人たち

が，日頃の活動を通じて，「やはり矢作川，すばらしい

財産だよね」ということでご活躍なさっていることに，

改めて感謝申し上げたいと思っております．

　そういう中にあって今，副市長さんのほうから，昨日

も持続可能な社会をどうするのだという会があったとの

お話がありました．ここにもたくさんの方がお見えにな

りますけれど，やはり皆さんが今，培っていることをど

のように次につなげていくのかということが一つの大き

な課題ではないかと，このような思いがしているのです．

　実は来週，11 日の日曜日に，文部科学省の主催では

ありますが，東京大学でビオトープの発表会があります．

その発表会で今年度の文部科学大臣賞に，五ヶ丘東小学

校のビオトープの活動が表彰されます．それで子どもた

ちに，１年間の成果の発表をして頂くわけでございます．

私もそれに馳せ参じたいと思っているのですが，そうい

う子どもたちが実は豊田市にはたくさんいるわけであり

まして，その子たちにどうつなげていくのかということ

が大切なような気がしてなりません．ここにはいい年の

皆さんがたくさんお集まりですが，やはり矢作川で，次

の世代にどうやって伝えていくのか，そのつながりを皆

さんで考えて頂ければありがたいなと思うのです．

　矢作新報に「ぽんつ倶楽部」という阿部夏丸さんの短

いコラムがあるんです．私はあれを読むのが実は大好き

なんですね．矢作新報で一番いいのはあそこだけではな

いかと思う．あと「時々刻々」は余りよくありません，

私が書いていることもありますので．本当にあれを見る

と，時々，何か目から鱗が落ちるような気がするんです．

「あっ，やっぱりこうなんだよね」と．次の時代は子ど

もさんが担うわけでございますので，この大きな我々の

先祖から頂いた 財産をしっかり次に残すように，皆さ

んと知恵を出し合って，こういう会を通じながら考えて

いきたいと思います．

　今日，成果のあることをお願い申し上げまして，ご挨

拶にさせて頂きます．本日はどうもありがとうございま

した．おめでとうございます．

○司会　ありがとうございました．国土交通省中部地方

整備局豊橋河川事務所所長　澤頭芳博様，お願い致し

ます．

○澤頭　皆様，こんにちは．豊橋河川事務所の所長をし

ております澤頭と申します．本日，後援という形で参加

させて頂いていますが，このような形でシンポジウムが

盛大に開催されますことに，まずはお喜び申し上げたい

と思います．そして，感謝申し上げたいと思います．ま

た，ご参加の皆様におかれましては，日頃から矢作川の

河川整備に対しまして深いご理解とご協力を賜っていま

すことを，改めてこの場で御礼申し上げます．

　本日主催されております豊田市矢作川研究所におかれ

ましては，矢作川の豊かできれいな水の回復，また，人々

の生活にうるおいとゆとりを与える川づくりをめざして

おられるということで，平成６年に第三セクターで設立

されて，先ほどお聞きしましたら，平成 15 年から市営

ということで，四半世紀にわたって活動し，現場に即し

たテーマで継続的にいろいろなことをまとめて頂いてい

るということです．こちらに対しても改めて，河川管理

者と致しまして御礼を申し上げる次第でございます．

　さて，本日は先ほどから紹介ございますように，パン

フレットで配られていますが，「川の新たな恵みを創ろ

う～川辺の「守
も

り」をつなげるために～」というテーマ

で，水辺の愛護に向けた活動の成果と課題をこの場で改

めて共有して意見交換しようと，こういうことでござい

ます．矢作川水系の国の直轄管理区間におきましても，

河川管理者と連携、共同した河川管理というものを実施

してきておりまして，直轄区間だけ見ましても，先ほど

豊田市は 19 団体とおっしゃいましたけれども，河川協

力団体が２団体，それから後ほどまた詳しくご説明申し

上げますが，アダプト認定団体というのが７団体，それ
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と河川愛護モニターというものに個人的に応募して頂い

ている方が５名おられ，いろいろな形で河川管理，河川

愛護の指導に携わって頂いております．これについても

いろいろ日頃の努力に御礼申し上げるところですが，と

りわけ豊田市域におきましては，今日もご出席されてい

ると思います河川協力団体の矢作川森林塾の皆さん，そ

れからアダプト団体の，後ほど発表されるということで

すが，トヨタボランティアセンターの田中さんを中心に

した皆さん，アマノコンサルタント株式会社さんもアダ

プト団体に登録して頂いておりまして，本当に模範的な，

継続的，積極的な活動を河川管理者とともにやって頂い

ているというところでございます．

　特に，本日発表されますトヨタボランティアセンター

の田中様におかれましては，森林塾の硲理事長の橋渡し

をきっかけに，この２年間，大変なご尽力を頂いており

ます．昨年度と本年度で延べ 3,000 人に及ぶトヨタ自動

車の職員の方を現場に動員して頂きまして，その企画運

営をしっかりして頂きました．先ほども少し紹介ありま

したけれども，繁茂した竹林を伐採して頂いた という

ことで，200 人，300 人規模で複数回，対応して頂きま

した．

　この繁茂する竹林を伐採することによりまして，水辺

が見えるようになって景観がよくなるということも当然

あるわけですが，もっと重要だと私どもが考えています

のは，河道掘削と相まってというところもございます．

河積を増やす，支障となっているものを除去することで，

洪水が来た時に水が流れやすくなります．洪水時の水位

を軽減することで，治水の効果もしっかりあるというこ

とです．要は，河川環境の面と地域の安全・安心の面の

両面でしっかり大きな成果を果たして頂いたかなと考え

ております．この場で改めて御礼申し上げるとともに，

引き続きの活動も期待しているところでございます．

　豊橋河川事務所におきましては，平成 21 年度に策定

しました河川整備計画を基軸に，川づくり，地域づくり

を所員一丸となってしっかり進めてまいりたいと思って

います．流域の皆さんと意見交換し，しっかりご意見を

頂きながら進めてまいりたいと思っておりますので，引

き続きのご支援・ご協力をお願いしたいと思います．

　それでは，最後に，今日のシンポジウムが盛会で終わ

るように，しっかり有意義なシンポジウムになりますこ

とをご祈念致しまして，甚だ簡単でございますが，冒頭

の挨拶とさせて頂きます．本日はよろしくお願いします．

○司会　ありがとうございました．

　本来ならご来賓の皆様よりお言葉を頂きたいところで

ございますが，時間に限りがございます．まことに恐縮

ではございますが，お名前のみご紹介申し上げます．

　矢作川水系八漁協連絡協議会　新見克也様．

　愛知県豊田加茂建設事務所河川整備課課長　中村公

要様．

　本日は，まことにありがとうございます．

　なお，衆議院議員　古本伸一郎様，愛知県議会議員　

樹神義和様より祝電を頂戴しております．どうもありが

とうございました．

■報告

「豊田市の水辺愛護活動とめざす川辺の姿」

○司会　それでは，本日のプログラムに沿って始めさせ

て頂きます．

　まずは「豊田市の水辺愛護活動とめざす川辺の姿」と

題しまして，矢作川研究所研究員　洲崎燈子，吉橋久美

子より報告致します．

○洲崎　ご紹介頂きました洲崎です．今日の報告に先立

ちまして，本日のシンポジウムの全体の流れをご紹介し

ます．

　豊田市内では，水辺愛護会の複数のグループが川辺の

林，河畔林の保全活動を行い，景観や親水性の向上に大

きな役割を果たしています．今日はその活動の継承とこ

れからのいい川辺づくりについて考えます．

　まず，豊田市の水辺愛護活動についてご報告します．

その次に，天竜川の竹林活用事例についてご講演頂きま

す．そしてその後，水辺愛護活動をどう継承し，どのよ

うに川づくりをしていくかについて意見交換をしていき

たいと思います．

　それでは，「豊田市の水辺愛護活動とめざす川辺の姿」

ということで，矢作川研究所の吉橋研究員と私からご報

告させて頂きます．

　まず，今日報告する水辺愛護活動の舞台になっている

矢作川流域と河畔林についてご紹介します．

　矢作川は，長野，岐阜，愛知の３県を流れ下り，三河

湾に注ぐ一級河川です．黄色の線で囲われているのが

降った雨が矢作川に注ぐ矢作川流域，そして，赤い線が

愛知県の豊田市域を示しています．今日お話しする水辺

愛護活動が行われているのは，この矢作川が豊田市を流

れている範囲で，お配りしましたお手元の用紙にも，こ

の地図が掲載されています．
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　矢作川の非常に大きな特徴の一つが，農業，工業，上

水道，発電用と，水利用率が平均で４割以上と，とても

高くなっている，中部地方の河川としては非常に高い水

利用率になっているということが挙げられます．

　河畔林は，この図に示したように，陸上や水中の生き

物のすみか，水質保全や護岸，そして，地域の生物や景

観資源と，極めて多面的な役割を果たしています．そし

て，川が氾濫して水をかぶったり折れたり流されたりし

ても耐えられる性質を持った植物で構成されています．

　この河畔林，矢作川ではどのような姿になっているの

でしょうか．昔と今の姿を描いたイラストがこちらです．

この昔の川の姿は，古い空中写真や風景写真，聞き取り

などから再現しました．今から約 60 年前の矢作川は，

砂河川を象徴する真っ白な砂浜で覆われた場所が多く，

護岸のために植えられた薄いまばらな竹林とアカマツ林

が点在し，陸から川の中にかけてなだらかな傾斜が落ち

ている，見通しのいい川辺でした．

　現在，その様子はすっかり様変わりしました．植生に

覆われ，竹林は拡大し密生化してしまっています．そし

て，ところどころに落葉広葉樹の高木が見られます．

　このような変化はなぜ起こったのでしょうか．

　まず，水の利用量が増えて川の流量が下がったことで，

少ない川の水がいつも同じところを流れるために川底が

下がり，逆に河川敷，川岸には土砂が堆積して高低差が

大きくなりました．そして，同時期に生活様式が変わり，

川辺の草や竹，木などを伐って利用することがなくなり

ました．こうしたことが原因で，もともと川岸に薄くま

ばらに植えられていた竹林が密生化し拡大してしまいま

した．そうしたことで，川らしい荒れた環境に耐えて生

きられる，ここに例を示したような，名前に「カワラ」

とつくような生き物たちが生息環境を奪われて姿を消し

てしまいました．また，常緑植物である竹が増え，広が

ることで林内が暗くなり，生物多様性が大きく下がって

しまいました．こうしたことが起きているのが矢作川の

河畔林の現状です．

　それでは，ここで水辺愛護会活動の研究をしてきた吉

橋研究員にバトンタッチします．

○吉橋　吉橋と申します．よろしくお願いします．水辺

愛護活動の始まりからこれまでをご報告します．

　報告に先立ちまして，これまで調査にご協力下さった

皆様，本当にありがとうございます．この場をお借りし

ましてお礼申し上げます．また，ふだん愛護活動をして

下さっている方，それから，活動して下さっている方を

見守って下さっている方々，本当にありがとうござい

ます．

　では，今の洲崎研究員の最後のスライドにも重なりま

すけれども，人々の暮しの変化と竹林の拡大，密生化に

ついて，大変簡略化したものですが表にしてみました．

　まず，産業の変化によって竹や草の採取がなくなりま

した．また，上水道の普及によって洗濯や洗い物を川辺

でしなくなりました．水質汚濁や学校にプールができる

ことによって子どもの川遊びも見られなくなりました．

そうしたことで，「川ばなれ」という人と川の距離が離

れてしまう状況が起きます．それが竹林の拡大，密生化

につながり，それがまたさらに川ばなれにつながってと

いうような悪循環が起きてしまいました．そして，川面

が見えない，川にたどり着けない状況になってしまいま

した．それを何とかしようということで水辺愛護活動が

始まっていきます．

　こちらは豊田市の主な水辺愛護団体の活動場所を示し

たものです．これに載っていない団体もありますが，今

日触れる団体について書いてあります．

　まず，赤い丸で示したものが水辺愛護会と呼ばれる
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19 団体のご紹介です．また，この愛護会につきましては，

私からも少しご紹介しますが，また後ほど有間竹林愛護

会の原田会長様より，ご紹介を頂きます．そして，スタ

ジアム前ではNPO法人矢作川森林塾さんが活動をされ

ています．

　緑で囲ってありますのが，わくわく事業制度を活用し

ている猿投台地区の５団体です．

　そして，トヨタ自動車株式会社・トヨタグループの従

業員の皆様が久澄橋から長興寺にかけての間で活動を

2016 年，2017 年になさっておられます．このことにつ

きましても，後ほど田中様よりご紹介を頂きます．

　次に，水辺愛護団体の活動年表です．この上の５団

体につきましては，20 年以上活動をされておられます．

５番目の石倉水辺公園愛護会の今井会長様には後ほど意

見交換の時にご登壇を頂きますので，そこでなぜ 20 年

も続いてきたのかということを教えて頂きたいと思い

ます．

　この緑の矢印でお示しした５団体につきましては，住

民の皆様と豊田市とでワークショップを行い，整備計画

を立てて愛護活動を始められています．そして，NPO

矢作川森林塾さんは，この１月で 12 年，活動を毎週さ

れておられます．トヨタボランティアセンターさんが

取りまとめをしておられる活動は 2016 年度から，それ

から，わくわく活動団体も 2016 年度から３団体，2017

年度から２団体が活動をされています．

　では，私のほうで水辺愛護会について特に詳しく調査

をしてまいりましたので，愛護会についてご紹介をさせ

て頂きます．

　水辺愛護会は自治区の有志で組織され，原則として

１自治区１団体となっています．19 団体 650 人ほどが

登録をされています．そして，会員数は 12 人から 113

人と幅があり，平均は 34.5 人となっています．男性が

86 ％で女性が 14 ％．男性のみの団体も 10 団体ありま

す．60 代が最も多く，70 代，50 代の順で，60 代，70

代の方々が主力となって活動をされています．団体それ

ぞれの個別性が高いということも特徴で，地理的環境や

自然環境，自治区の特性や愛護会の構成，意向などもそ

れぞれ大変違っています．

　愛護会と行政の関係について，簡潔にまとめてみまし

た．まず，自治区の方々で自分たちの川をきれいにしよ

うということで，自発的にやろうという思いが固まる場

合もありますし，市のほうから呼びかけをさせて頂いて，
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それに応じて頂くこともあります．豊田市は河川課が窓

口となりまして，良好な水辺空間の再生や保全をして次

世代につなぐために愛護団体を認定して，活動地をふる

さとの川，地域保全河畔林に指定します．研究所は，植

生管理の提案を随時してまいりました．そして，水辺愛

護会は，生態系保全に必要な竹木の間引き処理，草刈り

やゴミ拾い，河畔林の適切な維持管理の知識向上，積極

的な活動人員の確保，活動範囲の拡大などを行うことに

なっています．

　ここで初の水辺愛護会「古
ふ っ そ

鼡水辺公園愛護会」をご紹

介したいと思います．この言葉は会員さんの言葉です．

「ひさーしぶりに古鼡の川へ戻ったら，昔の子どもの頃

と違って，川へ入れんくらい竹が密生して，竹藪がもう

ブッシュ，ブッシュ．これはほかっちゃおけんなという

ことで伐り開きを始めた」．1992 年に近自然工法による

整備をきっかけに古鼡水辺公園ができます．翌年，地元

の住民の方が古鼡水辺公園愛護会を設立しました．

　左側の写真を見ますと，岸まで藪が迫っています．ま

た，右の写真では，護岸はできていますが，やはり厚い

藪に覆われています．こうした場所を竹伐り，草刈りを

することで昔遊んだ川の風景を発掘するのだということ

で活動を継続してこられました．

　では，ここで，スライドショーを用いまして活動の様

子と活動によって得られた眺めをご覧頂きたいと思いま

す．幾つかの愛護会の活動の様子を春，夏，秋，冬の順

に並べてみました．

　春は，どんどん伸びてくる竹を伐っていきます．長く

伸びた竹は太くなり，運ぶのに一苦労です．

　夏は，切っても切っても伸びる草との戦いで，特に雨の

後は草がぐーんと伸び，草刈機が重くなって腰が痛くなる

そうです．滴る汗をタオルで拭いて，また作業に戻ります．

　秋は，紅葉を見ながらの草刈り，竹伐り．

　そして，冬は，竹林を集中的に伐ったり，伐りためて

おいた竹や落ち葉を燃やして処理をしたりします．活動

地が草地だけの団体は少しお休みをされたりもします．

　どの愛護会も途中に休憩を挟みます．お茶を飲み，パ

ンや肉まんなどを食べ，時には猪汁の振る舞いもありま

す．休憩時間は，和気あいあいと，とても楽しい時間に

なっています．

　そして，こうした活動によって，このように水辺の眺

めのよい空間が守られています．川面が見えて，川まで

近づくことができます．

　愛護会の皆さんの声を幾つかご紹介します．

　「矢作川沿いは本当にきれいになった」「竹に覆われて

いた道路も，日当たりがよくなって凍結するのが減った

んじゃない」「対岸から見るときれいだよ」と効果を実

感されている方々がいます．また，「活動は結構楽しい

よ．家におるとだんだん世間が狭なっちゃう．みんなで

何かやらんと」という方もいらっしゃれば，「惰性でやっ

とる．みんなやっとるから足抜きできん」と笑いながら

おっしゃる方もいます．「もう 80 歳超えとるけど，み

んなの顔を見ると元気が出るから頑張っています」とい

う方もおられます．

　この活動を，ある方は「わしらがこの場所を「守
も

り」

をしとる」と表現されました．暑い夏も寒い冬も子守を

するように，見守るように，川辺を守っておられる皆さ

んのおかげで，人が川に近づける空間，気持ちのよい眺

めのある空間が維持されています．

　ではここで，愛護会の成果と課題についてご報告した

いと思います．

　これは，愛護会の会長さんにお聞きしたアンケートの

結果です．まず，愛護会の活動による成果ですが，複数

回答で，「眺めがよくなった」というのが 94 ％，「川に

近づけるようになった」「人々のつながりが強まった」
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などが 60 ％以上あります．「ふるさとに愛着が湧いた」

「生物の多様性が増したようだ」という答えもありまし

た．他に，「ふるさとに自信が持てるようになった」，「き

れいにすると気持ちがいい」，「四季の変化を楽しむよう

になった」というような声が聞かれました．次に，水辺

愛護会の課題です．これは，優先順位の高いものを二つ

だけ教えて頂きましたので，先ほどのパーセンテージと

は単純に比較はできませんが，56 ％の愛護会が「会の

継続性への不安」を抱えておられます．また，半数の愛

護会が「人手不足」，そして「作業の危険性について課

題がある」という愛護会も４割近くあります．ほかに，

「楽しみが少ない」「生態系の改善効果が不明である」な

どの課題が挙げられました．

　このアンケートや聞き取りをまとめたものが右側で

す．左にあるもののほかにありますのが，「活動の負担

感が増大している」「もうやめてしまいたいのだけどな」

というような声もお聞きしたことがあります．また「活

動地が活用されていない」ことや，「高齢化に伴って，

また機械を導入したいのだが，そうしたものまで買う活

動費がない」というような声がありました．

　この課題の背景を少し探ってみたいと思います．

　左側が昔の水辺と地域社会の関係性です．かつては水

辺にたくさんの機能がありました．渡し場があったり，

それから，畑があったり洗濯をしたりですね．それから，

「遊び仕事」というのは山菜を採ったりすることなどで

す．生業にはならないけれども，楽しい自然の恵みを受

けること，こうしたことで，かつては守りをすることと，

それから恵みを受け取る，この循環があったと思います．

　けれども，今では水辺に用がなくなってしまいました．

かつてのような多様な機能が失われ，今は眺めをよくし

ようということで守
も

りをしていますけれども，この受け

取る恵みが少なくなってしまっているのではないかと思

います．

　もう一つ，課題の背景としては，心の中のことですね．

会員のモチベーションとして，現在の会員の思いという

のが，例えば「昔遊んだ懐かしい川の風景を取り戻した

い」，次の代の人々にはこうした川の昔の風景がありま

せんので，モチベーションが下がってしまうことになり

ます．また，現在の会員には，「対岸からの眺めを美し

くしたい」という思いがあります．この背景には，対岸

に自分の畑があって渡し場で渡っていたというような川

を挟んだ関係性がありました．けれども今，川を挟んだ

関係性が薄れてしまっています．ほかにも「ふるさとを

よくしたい」「よい眺めがあれば子ども世代が帰ってく

るのではないか」「みんなで仲よくしたい」「誘われて断

れてなくて，お役みたいに思ってやっているよ」．こう

したモチベーションでは，コミュニティのつき合いがな

くなってふるさとの感覚が弱くなってくると活動の継続

が困難になってしまうのではないでしょうか．

　以上で，水辺愛護会のご報告を終わりまして，今から少

し，短いですけれども，ほかの愛護団体をご紹介致します．

　NPO法人矢作川森林塾は，当初は矢作川漁協の森林

塾として発足し，2010 年に法人化をされておられます．

毎週土曜日，朝６時半から，冬は７時から活動をされて

おられます．始まりは，竹林を伐採して眺めをよくする

ということをめざされて，その後，自然豊かな河畔の都

市林と老人と子どもが憩える水辺づくりをめざしておら

れます．そして，たくさんの楽しい構想を持っておられ

ます．この活動によって豊田スタジアムの前の竹藪が伐

り開かれ，現在は対岸から豊田スタジアムがきれいに見

えるようになっています．また，森が育っています．

　そして，わくわく事業という制度を活用して活動して

いる団体が猿投台地区で５団体あり，270 人の方が登録

をされておられます．環境改善や散策路の整備などを目
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的に，竹伐り，草刈りを実施しておられます．猿投台地

区は，まちづくりのテーマとして矢作川河畔の利用促進

というのを掲げておられます．

　以上で，水辺愛護活動のご紹介を終わります．

○洲崎　水辺愛護活動を続けている皆さんの本当に頭の

下がるご努力のおかげで豊田市の川辺はとても美しい姿

に生まれ変わってきました．

　ここからは望ましい川辺の姿と，水辺愛護会の水辺愛

護活動の位置付けについて考えていきたいと思います．

　豊田市は 2016 年に市民が描く矢作川の将来像を取り

まとめて，それを具現化するために豊田市矢作川河川環

境活性化プランを策定しました．この活性化プランでは，

矢作川が抱える課題を自然環境，まちづくり，河川環境

管理，河川環境の利活用の四つの視点から整理してい

ます．

　これは，活性化プラン「まちづくりの視点」から見た

めざす川辺の姿です．生き物を重視した河畔，人と自然

が共生する河畔，そして，人が楽しむ河畔というよう

に，人と生き物のすみ分けをして河畔づくりをすること

を謳っています．これは，人と自然が共生する河畔のイ

メージです．水辺愛護活動を行ってきた皆さんの活動は，

人がアクセスできる川辺をつくり維持するのに大きな役

割を果されてきました．

　これは，活性化プランの「河川環境の利活用の視点」

から見た，めざす川辺づくりの体制です．身近に感じる

河畔の整備として，住民と行政の「共働」というものを

掲げています．また，愛護活動の積極的かつ持続的な参

加ということが示されています．めざす川辺の姿だけで

なく，めざす川辺づくりの体制という点からも水辺愛護

活動を続けられてきた皆さん，その中には 20 年以上も

の長きにわたって活動されているところもあり，こうし

た皆さんの果たされてきた役割は極めて大きいものだっ

たということが言えます．

　この皆さんの活動をもっと楽しく，もっとやりがいの

あるものにする，そういうことはできないだろうかとい

うことを考えました．

　これは，活性化プランとこれまで矢作川研究所が行っ

てきた河畔林調査の結果から描いた望ましい川辺の姿の

イメージです．これは矢作川の現在の姿をベースとして

描かれています．

　その構成要素の一つは，明るい竹林です．面積が抑え

られ，密度が 1 ㎡当たり 1.5 本から２本まで下げられた

まだらな竹林というのが存在している状態です．

　それから，若木のある落葉広葉樹林です．矢作川の川

辺から竹林の中に小面積の落葉広葉樹林が点在している

のですけれども，調べましたら，そこは希少種を含むさ

まざまな森林性の生き物のすみかになっていることが分

かりました．ただし多くの林が大人になった木ばかりで

構成されていて，次世代を担う若木が殆どありません．

こうした林の中に十分な光が届き，若木が育っていて，

これからも世代交代していけるというのが望ましい状態

です．

　このような明るい竹林や落葉広葉樹林には，林の中に

さまざまな植物が生え，それを食べたり，さまざまな用

途に利用できる状態にあります．

　構成要素の三つ目は，生き物の豊かな草地です．適切

な草刈りが行われ，多様な植物が花をつけます．そして，

鳥や虫などの小動物がここを隠れがやねぐら，繁殖の場

所として利用できます．

　４番目は，エコトーンの植物です．陸から川になだら

かに移行する移行帯が確保され，川らしい水に洗われる

環境が維持されて，希少種を含むさまざまな川らしい植

物が生育できる空間があるということです．
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　こうした川辺にはたくさんの恵みがあります．竹林の

恵みとして，今，会場にいっぱい並んでいる竹灯籠やさ

まざまな用途に使える竹パウダー，そして，これからお

話のある竹筏やメンマなどをここに挙げてみました．

　落葉広葉樹林の恵みとしては，薪や木工製品のほかに，

矢作川の川辺に多いヤブツバキやチャノキを使った椿油

やお茶などを挙げてみました．

　こうしたたくさんの恵みというものを活用すること

で，愛護活動を行う皆さんが，川辺の環境がよくなると

川の恵みが増える．川の恵みが増えると，さらに川の環

境がよくなって愛護活動が楽しくなる，そんなすてきな

サイクルができないか，人と自然が共存共栄できるよう

な循環ができないだろうかということを考えました．川

の恵みを活用した「守り」ができないだろうかというこ

とです．

　最後に，水辺愛護活動の継承と発展ということを考え

てみました．先ほど示された水辺愛護会の課題の表がこ

ちらです．それに向けて取組案を考えてみました．

　ここでは特に，生態系に配慮した楽しみ，恵みをつく

ること，そして団体同士の連携の強化というものが有効

ではないかということを考えました．水辺愛護活動の活

動地は，どこも個性豊かで，生えている植物や棲んでい

る動物もさまざまです．そうした中で活動地の自然に

合った楽しみ，恵みを得るということは，持続可能で複

数の課題の解決につながると考えられます．川の原風景

や原体験を持たない世代にも，川の魅力や川を活用する

楽しさを伝えるきっかけになると思います．活動団体同

士の交流は，苦労を分かち合うことや他団体の活動から

刺激を受けることで，活動の励みになったり，新しいア

イデアやヒントが生まれるきっかけになります．また，

企業が社会貢献活動や人材育成の一環で水辺愛護団体

の活動に加わることも愛護活動の活性化につながるで

しょう．

　研究所は楽しみの例として試行的にニホンミツバチの

養蜂を始めています．定期的な愛護活動とミツバチの巣

箱の管理をセットにし，適切な草刈りや竹伐りで花をつ

ける植物を増やし，蜜源を確保する，そして，ハチミツ

を集めて地域とのつながりや新たな会員の確保をすると

いうことです．

　これは，今年度設置された巣箱と採蜜会の様子です．

ニホンミツバチと巣箱，採蜜会のために切り出された巣

の様子です．これは，適切な手法で草刈りを行うことで

花を増やし，そして，ハチミツという恵みを得るという

ことですけれど，こうした川の恵みを生かした川辺づく

りの提案をこれからも考えていきたいと思っています．

　まとめです．矢作川研究所としては，植生や動物など

生態系に配慮した楽しみの創造と再発見，そして，ホー

ムページや刊行物を活用した愛護活動団体の情報発信や

共有を通じ，活動団体同士の連携の強化を進めたい．そ

して，これらを通じて活動地の特徴を生かした，楽しみ

ながら続ける水辺愛護活動のサポートをしていきたいと

思います．

　以上です．どうもご清聴ありがとうございました．

「有
あ ん ま

間竹林愛護会の活動」

○司会　次に「有間竹林愛護会の活動」と題しまして，

有間竹林愛護会会長の原田茂男様よりご報告頂きます．

原田様，よろしくお願い致します．

○原田　有間竹林愛護会の原田と申します．私たちの活

動の様子をお話しさせて頂きます．

　私たちが活動しているのは有間，有る間と書きまし

て，よく「ありま」と読んでしまうわけですが，「あんま」
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と読みます，有間町の中にある竹林です．

　私たちの活動地は，18 番目に愛護会を立ち上げたと

ころです．笹戸町と小渡町の間の，やや笹戸町側にある

竹林，河畔林の整備を行っております．

　愛護会の立ち上げは 2011 年４月１日です．2017 年度

の会員数は 32 人．男性，女性，ほぼ半数です．当初は

19 人で立ち上げましたが，男性ばかり．後からお話し

しますが，タケノコの採取がありますので，タケノコの

採取は女性会員に主にやっていくということで，女性の

方たちも会員として登録をし，現在，32 人です．活動は，

竹を伐る，竹林の整備，景観整備ということが大きな目

標でありまして，さらに，この私たちの竹林はハチクの

林ですので，タケノコが食用になります．それの有効活

用もしているということです．

　こちら側が上流，これが左岸です．ここの密集した，

荒れた竹林を整備することをめざしました．対岸から見

た活動前の写真です．

　 2010 年にワークショップを行い，活動の計画を立て

ました．これは県道で，これが有平橋という有間町にあ

る橋です．ここの下のこのエリアも竹林で，約 5.5 ha

です．これを皆伐ではなくて間伐し，タケノコを育てな

がら竹林の再生をして，それに伴い周りの景観をよくし

ていくという作業をしています．10 年を活動最終目標に

し，前期５年，後期５年に分けて進め，現在，後期の２

年目が終わろうとしております．

　作業を効率化するためには，どうしてもこの竹林の中

に管理道路が必要です．この赤いところに，豊田市さん

の援助を得まして管理道路をつくり，更にわくわく事業

の補助も受けて管理道路を延伸しております．

　これは 2010 年に豊田市さんにつくって頂いた管理道

路です．前はこういう竹藪でございましたが，階段をつ

くり，ここにこういう広場をつくりました．こちらは真っ

暗ですけれど，この道路ができたおかげで，こちらがき

れいになっていきました．

　とにかく私たちは竹を伐る，ただひたすらに竹を伐る

ということで進んできました．伐った竹をこのように集

めて，処理をお願いしたり，自分たちで河原で焼却した

りしております．ここは竹のないところの草刈りです．

　作業を始めて１年目，２年目は，前へ前へと進んでいっ

たわけですけれども，３年目になりますと，後ろを振り

返ると，後ろに小さい竹，草等々が生えてまいります．

私たちは振り返り間伐と言っておりますが，前へ進みな

がら後ろを間伐していくということで，進む進度がかな

り遅れてきております．

　こんなこともありました．2013 年の９月，台風による

洪水の被害を受けて，せっかくきれいに間伐した竹林が

全て倒れてしまいました．管理道路も使えなくなりまし

た．これも修復作業が非常に手間取りました．あわせて

2014 年の２月は雪による竹の被害がこんなにありまし

た．これを取り除く作業でかなり手間取りました．

　整備が進んで来た竹林です．対岸から見て，このよう

にきれいになっております．竹と竹の間も隙間ができ，

光が，あるいは向こうが，川が見えるようになってきま

した．この状態からこのようになりました．

　竹を伐る，間伐をする，それ以外に竹の恵みによるい

ろいろな取組をしております．先ほども言いましたが，

ハチクの活用ということで，これが顔を出すハチクのタ

ケノコです．これを地表から大体 40 センチから 50 セ

ンチを鎌で切り取って，皮をむき，籠に入れて，小渡町

の商店主らでつくる旭夢づくり研究会にお願いし，水煮

の「夢たけのこ」というタケノコを市販して頂いており

ます．これの材料提供をします．

　更には，女性たちのイベント，「竹の子家」という商

店名で出店する活動も行っております．竹林で出るタケ
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ノコを自分たちが食さなくて全て出荷しては意味がない

ではないか，自分たちも味わおうということで，タケノ

コご飯を炊いて，この河原でみんなで食事をする食事会

を行いました．最初は会員とその家族でしたが，だんだ

んと関係団体の方も出席頂き，多い時は 70 名ほどが，

ここの河原で懇親を深めました．これはタケノコご飯と，

竹器によそったデザートです．

　さらに私たちは勉強会を行いました．矢作川研究所の

洲崎研究員にお願いをして，「竹林の役割」と題してい

ろいろお話を聞きました．

　子どもたちとのふれあいも進めております．幼稚園児

によるタケノコ採り体験です．これはその後，おやつを

食べます．小渡小学校の竹学習で，タケノコはどこから

出てくるのかということを学び，実際に地面を掘って

根っこを観察しているところであります．

　ボランティアも受け入れております．愛知工業大学，

愛知学泉大学，椙山女学園大学からの応援を得て作業を

しております．さらに，企業関係も受け入れております．

昨年は，大和ハウス工業さんに 20 名ほど来て頂いて作

業を進めました．

　休憩所もつくりました．これは，わくわく事業の補助

を頂いてつくったものです．活動日の前のミーティング，

あるいは途中の休憩に大変便利に使っております．活動

の拠点となっている場所です．

　活動の成果としては，「非常に景観がよくなった」「竹

藪がきれいになった」「地域の人が川に再び近づけるよ

うになった」「川の風がこちら側まで吹くようになった」

「活動しながら住民同士の絆が深まった」「タケノコが活

用できた」というような成果がある反面，「会員の高齢

化による人手不足」という課題もあります．大きな深刻

な問題です．会が継続していけるかどうか，ちょっと不

安であります．私たちは今後も多くの皆さんのボラン

ティアの支援を希望しております．

　差し込む太陽を受けながら私たちは，高齢老体にむち

打って活動を続けていくつもりです．

　以上で報告を終わります．ご清聴ありがとうございま

した．

○司会　原田様，ありがとうございました．

「矢作川を見たい！　トヨタ自動車・トヨタグループ従

業員による竹林伐採ボランティア活動」

○司会　引き続き，「矢作川を見たい！　トヨタ自動車・

トヨタグループ従業員による竹林伐採ボランティア活

動」と題しまして，トヨタボランティアセンターの田中

建三様よりご報告頂きます．

　田中様，よろしくお願い致します．

○田中　皆さん，こんにちは．トヨタボランティアセン

ターの田中です．矢作川で行いました２年間の活動につ

きまして，私のほうからご報告させて頂きます．

　テーマは，「矢作川を見たい！」です．これまでの矢

作川の河川敷につきましては，上流を見ても下流を見て

も，皆さんご存じのように，竹藪の壁でした．かつて護

岸のために植えられた竹が時代とともに使われなくな

り，密生化した竹が河川敷を覆っていました．

　今回の活動につきましては，人の手で崩したものを人

の手で取り戻し，生き物が棲みやすい環境と河川敷が見

える風景を 50 年ぶりに取り戻すことに挑戦した活動で

ありました．

　また，竹林を伐採することで豊田市のヒートアイラン

ドを軽減する効果を高めることと，景観整備によって防

災に貢献することが目的と従業員に訴え，共感を得るこ

とができ，情熱を持った従業員，合わせて 3,000 名の方

に参加して頂き，行動で示して頂きました．目標であり

ました長興寺から久澄橋までの 1.2 kmの竹林を伐採す

ることができました．年輪を刻むとともに，新たな挑戦

に向かっていくことができました．それでは，どのよう

な成果があったのか，実際に写真で説明させて頂きます．

　上流を見ても，下流を見ても，このように全ての竹林

を伐採することができ，私からすれば感無量であります．

これもひとえに産学官連携の成果だと思います．矢作川

研究所の山本さんがドローンを飛ばして上空からも写真

を撮って下さいました．いいですね．感無量です．

　それでは，２年間を振り返りながら，矢作川での活動

を皆様にご説明したいと思います．

　 2016 年の４月に矢作川の竹林伐採がスタートしまし

た．当日は太田市長，そして，国土交通省豊橋河川事務

所の関所長がお見えになり，これほど注目をされている

活動だとは思ってもみませんでした．また，矢作川研究

所の皆さんからは竹林伐採の必要性を学び，矢作川が見

えるまで頑張ろうと意気込んでスタートしてみましたけ

れど，余りにも竹が多過ぎて，伐っても伐っても先が見

えてこないと嘆きながら自分も竹を伐ったのを思い出し

ます．すると，こんな大木が竹林の中にあったんですね．

伐って初めてそのことに気付いたわけですけれど，これ

も終わってみれば，この写真のように，竹が随分なくな
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りまして，改めて人の力を知りました．

　また，これは５月の活動であります．伐っていく向こ

うに矢作川が見えてくると，やはり人は頑張るんですね．

この 30 mの川幅の，ましてや傾斜のある坂で，無数に

ある竹を伐って運ぶ．本当に大変な活動だと思っており

ますけれど，参加者は「傾斜も苦にはなりません．矢作

川が見えるまで頑張ります」と言って一生懸命竹を伐っ

てくれる．そして，私も一緒になって汗を流している自

分が嬉しくて，改めてトヨタ自動車の従業員であること

を誇りに思った次第であります．

　人は頑張れば報われるということがありますけれど

も，このように矢作川をバックに写真を撮れるなんて想

像もしていませんでした．いい写真が撮れました．あり

がとうございました．

　 2016 年 11 月には．豊田市と国土交通省も加え，640

名の方がボランティアとして参加してくれました．2016

年度が終了した時は，まだまだ道半ばでした．でも，こ

の矢作川にこれだけの空間をあけることができました．

その実績を示す看板を国土交通省の皆さんが設置してく

れました．ありがとうございました．

　 2017 年度につきましては，前回の矢作川研究所の研

究成果報告会で，「来年の 12 月までには矢作川の竹林

を一掃します」と無謀にも宣言したのを覚えています．

そこで，2017 年度の目標を「もっと広げよう！　目標

の最終ラインまで」としました．しかし，目標ははるか

向こうでした．４月に上郷のＥＸ会，下山のＥＸ会の皆

さんがスタートしてくれました．５月には２回の活動を

行い，大人の方には竹を伐って頂き，子どもたちにはタ

ケノコを伐って頂きました．ところが，あっという間に

タケノコは成長して，せっかく伐って頂いたにも関わら

ず，元の状態になってしまいました．竹の生命力といい

ますか，凄さを痛感させられました．

　私たちが気持ちよく矢作川で竹林伐採ができたのも，

こうして矢作川の河川敷で開会式ができたのも，国土交

通省の皆様が，私たちが伐った竹の根をブルドーザーで

一生懸命根こそぎ取ってくれている．だからこそできる

のであって，国土交通省の皆様に感謝を申し上げます．

ありがとうございました．

　また，市外からも多くのトヨタの仲間が参加してくれ

ました．やはり何といっても嬉しかったのは，副社長の

河合さんがボランティアで参加して下さったことであり

ます．これで一気に矢作川の竹林伐採の士気が高まりま

した．

　これは，最終の７回目であります．目標のラインまで

もう少しになり，もう目の前まで見えてきました．でも，

ごらんのように，枯れた竹が入り組み，特にこの場所は

密集していて，そう簡単ではありませんでした．なかな

か進まない時に「無理かな」と思ったわけですけれど，

参加者の皆さんが，「中途半端では終わりたくない．目

標を達成するのであれば休憩ももったいない」というふ

うに一生懸命，手を休めず伐り続けてくれました．その

姿に感動しながら，また，伐っていく先に目標が見えた

時に，自分が興奮しながら，参加者の皆さんも興奮して，

最終の伐採をすることができました．その甲斐あって目

標ラインに到達することができ，記念の伐採セレモニー

として関係者の皆さんに伐って頂きました．そして万歳

をして，この目標達成の喜びを皆さんと一緒に分かち合

いました．

　これは２年間の活動の詳細であります．2016 年度は

1,090 名の方に参加をして頂きました．2017 年度は少し

ずつ景観が変わっていく，そういう姿に道路を通る，ま

た，通勤で通る従業員の皆さんが，「私も参加したい．伐っ

てみたい」と言い，1,800 名の方に参加をして頂きまし

た．また，田原や衣浦から若い寮生の人たちも参加して
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くれました．天候にも恵まれて，全ての活動，７回を終

了することができ，感謝をしています．

　この活動には，将来の小さな後継者が現れました．矢

作川で竹を伐った体験は，きっと矢作川を見るたびに思

い出して，忘れられない思い出になったはずであります．

この小さな子どもたちに将来の期待をしております．

　今後も継続していきます．高橋から川端公園までは，

写真のように，全ての竹林が伐採されています．春に出

てきたタケノコを間伐して竹を残した景観づくりをして

いきます．とは言っても，先ほど申し上げましたように，

竹の生命力を考えますと，簡単にこのような景観をつく

るのは無理だと思いますけれども，負けずに何回も体験

をしながら挑戦をしていきたいと思います．

　最後に，私の思いを少し皆さんに聞いて頂きたいと思

います．矢作川を整備することによって，市民の方が矢

作川を見る時に本当に嬉しそうな顔をしてくれます．人

の手で取り戻した河川敷が，中心市街地の水害防止だけ

でなく，これほど潤いのある空間になるとは思ってもい

ませんでした．人から「いいね」と聞くたび，嬉しさが

込み上げてきます．

　当初は矢作川を見たい一心で始めた竹林伐採，1 mの

空間から矢作川が見えた時の感動，もっと広げようと活

動に賛同して下さった 3,000 名のボランティアの皆様に

感謝を申し上げます．そして，豊田市の歴史に残るほど

の活動で，この 3,000 名の皆様が矢作川が見える河川敷

に変えてくれました．また，この２年間の活動は，関係

者の皆様のご支援・ご協力がなければ達成できなかった

わけであります．本当にありがとうございました．きれ

いになった矢作川を市民の力でみんな維持しながら，母

なる川「矢作川」を守っていきましょう．

　ご清聴，ありがとうございました．

○司会　田中さん，ありがとうございました．

■講演

「放置竹林を地域のお宝へ　『環境と観光と地域作り』　

竹で遊ぼう・竹で暮らそう」

○司会　続きまして，「竹で遊ぼう．竹で暮らそう．」と

題しまして，曽根原宗夫様よりご講演頂きます．

　曽根原様は，天竜舟下り株式会社の船頭をされながら，

鵞
が

流
りゅう

峡
きょう

復活プロジェクトの代表をされております．楽し

みながら竹林整備を行い，周辺の皆様の協力を得ながら

活動の輪を広げるプロフェッショナルです．

　それでは，曽根原様，よろしくお願い致します．

○曽根原　皆さん，こんにちは．

　長野県の天竜川ってご存じですよね．私，天竜舟下り

の船頭が本職でございます．今まで皆さんのお話をお聞

きすると，やはりすごいですよね，ポリシーがね．景観

を何とかしようという．ゴミの不法投棄の件も含めて，

いろいろな活動を行ってきましたが，その活動を継続さ

せるためにも，あと自分がエネルギーを出すためにも，

一番大事なのは楽しみだと思っているんです．理念だけ

だと，なかなか私，動けない性分でして．やって楽しい

と，どんどんどんどん，気がついたら次へ次へ進んでい

るという，そういった活動報告をこれから皆さんと共有

しながらと思います．

　ちょっとパソコンの画面が出ませんので，どうしよう

かなと思っているのですけれども．

○吉橋　すみません，ちょっとお待たせをしてしまって

申し訳ありません．この間に，私のほうから竹製品のご

紹介をさせていただこうと思います．

　まず，廊下にありましたのが，竹楽器ですね．バンブー

サさん，ちょっとお手を挙げて頂けますでしょうか．バ

ンブーサの三津井様や上田様は，もしかしたら，外で皆

さんの出てこられるのを待っておられるかもしれません

が，矢作川のメダケを使って笛をつくっておられます．

今日，お声をかけてくださったら幾らでも吹きますよと

いうことで，曲を幾つも用意して下さっていますので，

休憩時間などに外で待っておられるバンブーサさんにぜ

ひ声をかけてみてください．

　それからこちらは，これからお話にも出てくると思う

んですけれど，竹の薪を燃やせるストーブをお持ち頂い

たモキ製作所さん．ちょっとご紹介頂けますか．

○深澤　皆さん，こんにちは．長野県から来ました株式

会社モキ製作所の，私，営業をやっております深澤と申

します．

　私どもは長野県のほうで薪ストーブや薪ボイラー，最

近は，竹ストーブとか竹ボイラーというものをつくりま

して，竹の有効活用に取り組んでおります．あともう一

つ，結構全国的に竹林整備の決定版なんて呼ばれていま

す簡易炭焼き機とか，そういった類いのものをつくって

おります．こういったものを使って，全国の放置竹林の

持続可能な資源化に取り組んでいる会社であります．お

見知りおきください．
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　ありがとうございました．

○吉橋　ありがとうございました．むちゃ振りをして申

しわけありませんでした．

　ほかにも，こちらに展示をしてありますのは，先ほど

有間竹林愛護会の原田会長さんからご紹介頂きました

「夢たけのこ」というタケノコの瓶詰めですね．大きい

ほうが 600 円，小さいほうが 450 円です．ちょっと今

日は販売ができないのですけれども，ぜひ手に取って頂

けたらと思います．

　それから，これはちょっと遠方から取り寄せました「竹

するめ」というものです．カレー味です．味つけ乾燥タ

ケノコということで，鳥取県で既にこういうことをやっ

ている町があります．

　これは，これから曽根原さんにお話を頂きますけれど

も，曽根原さん達が作られた味つけしゃきしゃきメンマ

ですね．このメンマもここに展示をしてあります．

　そして参考製品としまして，これは，竹の再生セルロー

ス繊維でできたタオルです．竹のマフラーとか竹のタオ

ルというものが今ありまして，静電気は余り起きずに，

抗菌性もあるということで，これはなかなか愛護活動の

延長ではできないかと思うんですが，参考としてここに

展示してあります．

　そして，今回，木文化研究所さんからいろいろとご協

力を頂いています．これがスマホのスタンド兼スピー

カーです．電気を使わずに，こちらにスマホを立てると，

ここがスピーカーになり，音が増幅していい音になると

いうもので，インドネシアの竹を使ってスペインの会社

がデザインをしたものだそうです．でも，インドネシア

の竹じゃなくても，矢作川の竹でできるんじゃないかな

と思います．

　そして，こちらは小渡セイゴ水辺愛護会の竹灯籠と，

木文化研究所さんのデザインされた竹行灯です．

　以上でご紹介を終わります．

○曽根原　すみません．大変お待たせ致しました．

　「放置竹林を地域のお宝へ」．先ほど言いましたよう

に，私は天竜舟下りの船頭，観光業をしているのですが，

放置竹林の対策として環境や観光を一緒に取りまぜなが

ら，地域の人たちと一緒に活動していたら，こんな形の

タイトルが生まれました．竹で遊んだり，竹で暮らした

りしていたら，環境と観光と地域づくりというものが同

時に行えるようになったのではないかなと，ちょっと自

分でも大げさなタイトルをつけてみました．これは竹筏

です．三連なんですよね．長さが 13 メートルほどあり

まして，この前方には，ちょっとこの光具合だと見えま

せんが，放置竹林が広がっていて，ぐちゃぐちゃなんで

すね．

　これから私が行ってきた事例活動をお話しさせて頂き

ます．本当はここで動画が出るわけなんですが，今日は

ちょっと動画が再生できませんので飛ばします．

　これからお話しさせて頂くテーマとなる場所は，昭和

36 年まで「湯ノ瀬の湯」という温泉宿があった場所です．

何でなくなったかというと，昭和 36 年に三六水害とい

う物凄く大きな水害がありまして，大水によって建物が

流されて何もなくなり，ここで営業することができなく

なって，ここの方々はちょっと上に移動することを余儀

なくされました．それ以降，もうほぼ半世紀，誰も手を

かけなくなって，しかももともと物凄い断崖絶壁の斜面

な場所ですので，なかなか作業することもままならず，

気が付いたらこんなになっちゃっていたんです．

　私，船頭やって 20 年たちます．ここを舟が下ってい

くんですよね．湯ノ瀬というのは舟下りのコースの中で

も一番の荒瀬，Ｓ字カーブで波が物凄く大きくて，一番

クライマックスの場所なんです．私たち船頭は，「湯ノ

瀬の乗り方がすごく難しい」などとよく話をしましたが，

20 年船頭やっていて，本当にここに温泉宿があったの

かなと思ったんですよね．

　ここだけでなく，鵞流峡という渓谷自体がこういう，

手の入っていない竹林が 3 kmほど続いちゃっている状

態でした．中に入っていってみるとこんな感じです．こ

ういうのがずっと続くんですよね．竹をどこから伐って

いっていいかわからないというか，端から伐っていかな

いと，途中から伐ることはできないような．それでもっ

てやはり，木がどんどんどんどん立ち枯れしますよね．

みんな竹に覆われて，日が当たらないので当然なんです

が，ニセアカシアなんか，もうぼっこんぼっこんだめに

なっています．桜からモミジから何からもそうなんで

すが．

　そこに物凄い勢いでゴミの不法投棄が増えてきたんで

すよね．もうゴミを捨ててくださいよというような感じ

になっちゃいますよね，真っ暗で．それで，私たちでゴ

ミを拾っていたんです．やはりお客さんと一緒に観光船

で下っていて，お客さんにゴミを見せていてもしようが

ないじゃないですか．ゴミを拾いに行くんですけれど，

拾っても拾っても捨てられる．もうイタチごっこなんで

すね．それでも諦めちゃいけないので拾いにも行ってい

たし，地域の行政とかに相談にもずっと行っていました
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けれどもね，やはりたらい回しです．

　飯田市に鵞流峡の渓谷のゴミの不法投棄を相談に行く

と，「鵞流峡は県立公園だから県の環境課に行ってくれ」

と言われるんですね．県の環境課へ行きますと，「天竜

川っていうのは一級河川だから国土交通省に行ってく

れ」と言われるんです．国土交通省の天竜川上流河川事

務所のところに行ったら，「駒ヶ根に調査課があるから

そこへ行ってくれ」と．そこへ行ったらもう一回，「い

やいや，まずは地元ですよ．飯田市へ帰ってください」と，

３回たらい回しにされました．その辺の話は，今日，皆

さんのお手元の印刷物の中に，小学館から発売されてい

る「BE-PAL」というアウトドア雑誌，ご存じですよね，

その今月号で私たちの話が特集されまして，そこに書か

れています．記事のコピーが入っていますので，また後

ほど読んで頂ければと思います．

　それで結局，最終的には，国土交通省，長野県の環境

課，飯田市の環境課と観光課，あと，オートバイとか灯

油の入った石油ファンヒーターとかも捨てられているの

で，当然地域の消防署にも来てもらいました．それから

家庭ゴミ，住所が分かるものだとか郵便物だとかが入っ

ているゴミなんかもありますので警察にも来て頂きまし

た．国，県，市，消防，警察に私の舟に乗って頂いて，

実際にこの現場に舟で行って，上陸して，みんなでこの

崖をよじ登ってもらって，まずこれが現実なんだという

ことを見てもらっていたら，一番最初に消防の方が動い

たんですよね．灯油が入った石油ファンヒーターを見つ

けて，「あっ，これ，私たちが回収します，灯油が入っ

ているので危険ですから」と．あと，ダンボールの中か

らぐちゃーと中身の出たゴミを拾った警察官が，「あっ，

住所がある．これは私たちの管轄で動きます」と言いま

した．最終的には国土交通省の調査課の当時の課長が，

「もうこれはみんなで問題を考えよう．どうやったら一

番いろいろな省庁がスムーズに連絡をとりながら動ける

か，私が指揮をとります」ということで，ようやく飯田

市の観光課が予算をつけ，飯田市の環境課が一度，鵞流

峡 3 kmのゴミを全部撤収してくれたんですね．もうびっ

くりしました．動く時には本当に動くんだなと思って．

　でも，それでもやはり心ない人たちは幾らでもいるわ

けでして，ゴミは一度はなくなったんですが，また捨て

られる日々が続き，拾いに行っていた．一番ショックだっ

たのは，ゴミを拾っていたら上から瓶が落ちてきて，私

の横で割れたんですよね．その時，「ああ，もうこれは

ただただ拾っているだけではだめだな」と思って，ちょっ

と目線を変えてみたんですよ．川の上から景観を見なが

ら．そうすると，竹ばっかり生えている．

　今頃気が付いたのかと突っ込まれそうなんですが，毎

日毎日，１日に４回も５回も同じコースを乗っていると，

日々の変化になかなか実は気が付かなかったりするこ

とって多いんです．ちょっと一歩踏み込んで，また違う

ところから見てみたら，「ああ，こんな真っ暗なところ

で，幾らゴミ捨てるな，捨てるなと言ってもだめだ．紅

葉も，そういえば昔のほうがもっときれいだったしなあ，

春の新緑ももっときれいだったはずだよな」と思いまし

た．「ほいじゃあ」ということで，私が船頭の仲間に竹

を伐ろうと声をかけたら，何人か，「おう，やりましょう，

やりましょう」ということになった．とりあえず地主さ

んのところに挨拶に言って，「伐らしてくれ．少し間引

かせてくれ．伐った竹は全部運び出すからやらせてくれ

ないか」と言ったら，「ああ，じゃあやっていいよ」と言っ

てくれて，スタートしたんですよね．

　無謀でしたよね，やはり最初はね．3 kmの渓谷，両側

合わせれば 6 kmになるんですけれども，船頭をしてい

る人間が手ノコで立ち向かい出したわけですよ．現場ま

では行けます．上からはとても降りてこられるような緩



105

川の新たな恵みを創ろう　～川辺の「守
も

り」をつなげるために～

やかな斜面じゃないんですが，舟で着けておいて，伐っ

た竹を舟に積み込んで運び出したんです．舟下りって，

時又港というところが終点になるんですが，そこからは

舟に積んだままトラックで弁天港という私たちの出港す

る港まで行って，竹をどんどん運び出しました．それで，

渓谷の中まで徐々に徐々になんですが，きれいになって

いったんですよ．そのかわり，私の会社の社員駐車場に

竹が山になってきたんです，どんどん，どんどん，どん

どん．「何かおもしろくないよな」と思ったんですよね．

駐車場にただただ竹が山積みになって，それがだんだん，

だんだんかびるでしょう．結構竹って，すぐに黴
か

びるん

です．にゅるにゅるするし．何か活用方法ねえかなと思っ

ていろいろ考えました．

　そうしたら，天竜舟下りの舟って，もともとは筏なん

ですよね．徳川家康さんが，「南信の材が物凄くいいか

ら，とにかく海まで出せ．それで，江戸へ運んで江戸城

を建てるぞ」と言いました．1607 年だったかな．そうい

う令によって，この天竜川で最初は丸太を流したのです

が，それがだんだん，筏に組んで海まで出したほうが効

率がいいということになりました．その後鉄道ができる

と，筏が無くなって舟に替わった．要するに，私たちの

職業のルーツな訳ですね．それに，竹を伐ると書いて筏

だから，そういう意味でも，「これはやらなきゃ，ちょっ

とおもしろくないわな」と思ってやってみたんですよね，

こんな感じで．

　作り方も何もないのですが，何となくやってみたら，

おもしろいんですよ．物凄くおもしろい．ただやはり，

舟より操船は難しいですね．喫水性は悪いし．そのかわ

り，難しい分だけ，はまります．ひたすらはまってね，

最初，船頭たちだけで遊んでいたんですよ，仕事が終わっ

た後．夏なんかは仕事終わった後，十分遊べますから．

そうしたらある日，見ていた人たちが，「おい，何か船

頭たちが変なことやっている．何だ，ありゃ」と言った．

天竜川ってラフティングとかがすごく盛んですから，県

外からボートを持って下っている人たちがいる．そうし

たらいきなり横から何か変な乗り物が来るから，「なん

じゃあ，こりゃ」という感じで，だんだん噂が噂を呼んで，

「おい，おれたちにも乗らせてくれや」みたいな話になっ

たんですね．「そんなに乗りたいんだったら，これは商

品じゃないからお金取るわけにいかないんだけれど，保

険料だけもらって一緒に下りましょう」っていう感じで，

天竜川で遊び倒していたんですよね．

　先ほど言った，舟下りの終点になる時又港では，年に

一遍お盆の時に「飯田時又灯ろう流し」という物凄く大

きな灯籠流しと花火大会が行われます，そのためにＪＲ

飯田線の臨時列車が出るくらいの，歴史のある大きなイ

ベントなんです．せっかく地元で伐った竹で時又港を活

用しているうちらとすれば，この竹筏というものを使っ

て，時又港の灯籠流し，ちょっとマンネリ化していると

ころもあったので，灯籠流しが始まる直前に，わあっと

いきなり竹の筏で港に入っていくことによって，観客の

人たちを驚かしちゃおうかということを，ちょっと仕組

んだんですよね．ただ，本当にゲリラで行くので，多分

間違いなく怒られるなと思ったんです．でも怒られた時

に，ちょっと怒られ方を軽くするために，この旗に「世

界平和」って書いてあるでしょう．これね，時又港の灯

籠流しのスローガンが世界平和なんです．思い立ったの

がその日の朝だったので，実は，この旗の生地は，私が

その日の朝まで寝てたベッドのシーツなんです．その

シーツをがあっと切って，「世界平和」と書いて，それ

を竹にくっつけて，これで行くぞと．もう怒られても，

「えー，世界平和だよ」って言って逃げようと思って突っ

込んでいったんですけれども，凄く大歓迎されたんで

すよ．
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　これは，その灯籠流しの時の様子なんですけれど，こ

こへだあっと入っていった．そうしたら，「竹筏で竹林

整備をアピール　天竜舟下りの船頭５人」という新聞記

事になった．しかも地元新聞社の４紙とも，みんなで大

歓迎なムードで記事を書いてくれたんですよ．

　ただ，これは裏話がありまして，「こんなことをやるよ」

と言ったら，会社からＮＧが出たんですよ．やっちゃだ

めだと．「もし何かあったら，舟下りっていうところが

事故起こしたことになっちゃうから，やっちゃいかん」

と言われて．どうしてもやりたかったので，よく見て頂

くと分かるんですが，『有志の会「天竜筏祭り」の代表

　曽根原宗夫さん（49 歳）』と書いてある．ああ，この

時 49 だったんだな．船頭の格好をしていますけれども，

実は「天竜筏祭り」という勝手な市民団体を立ち上げて，

「天竜筏祭りでやります」というふうにしてやったんで

す．だから，もし事故とか起こした時には，筏祭りとい

う市民団体がやったんだからということで，悪ふざけで

終わらせようと思ったら，結構いい具合になったんです

よね．いい具合に持ち上げられたら，今度は会社が「あっ，

これ，うちでやることにしない？」という話になったと

いう．その後の話もあるんですけれど，とにかくこれで

地域の方々へのＰＲも結構できたかなと思います．結局，

竹というものでこんなに遊べるんだよ，自分たちの邪魔

物でもこんなに遊べるんだよということもＰＲしたかっ

たというのもあって，こういうことも仕掛けたわけです．

　竹も遊んでいくうちに，だんだん乾燥して割れてき

ちゃいますよね．もともと割れてなかった時は，全部が

フローターの役目を果たしていたものが，割れて水が

入っちゃうと，ほとんど沈み出してしまうわけですね．

そうすると，「あっ，もうこれ，筏としての竹の寿命は

全うしたな」と思ってばらしていたんです．今度はこれ

が山になっていったんです．どんどん，どんどん，また

会社の裏に．「これもまたおもしろくねえな．何とかい

い活用方法ないかな」と思っていたら，ちょうど運よ

く，あそこにある竹ボイラーですが，飯田市のお隣の阿

智村というところで「この竹ボイラーを使って家の給湯

を賄っている人がいるよ」と教えてくれた人がいたんで

すね．「えっ，そんなのあるの？」っていう感じですよ．

　とりあえず電話番号を聞いて，その人に電話してみた

んですよね．「実は私たち，天竜川で竹筏流している船

頭なんだけれども」と言ったら，向こうから「ああ，知っ

てます，知ってます．新聞でも見ました」と．「実はも

う筏としての寿命は終わっちゃって，割れているんだけ

れど，枝も払って，きれいに枯れている長さが 4 mの竹

が山ほどあるんだけれども，お宅で要る？」って聞いた

ら，「いやあ，もう欲しい．実は，竹ボイラーってすご

く便利なんだけれども，竹をそこまでにするのが結構手

間なんだよね」と言うんですよ．うちらからすると，「竹

を持っていって，エネルギーとして貰ってもらえる．こ

んないいことはないじゃないか」ということで，「じゃ

あ，取りに来て」と言った．取りに来たのを一緒にプレ

スリリースかけたら，また新聞社，地元４社がみんな来

てくれまして，「何だ，鵞流峡で筏にして遊んでいた竹が，

今度はエネルギーとして嫁いでいくんですね」と書いて

くれた．これによってすごくすっとしたんですね．何か，

その都度その都度壁にぶつかるんだけれども，「あっ，

今度はエネルギーとして，また活用してもらえるんだ」

となると，「あっ，これでどこもストップすることがなく，

これは循環ができたな」と物凄くすっきりしたんです

よね．

　「こんなにすっきりするものは，自分たちだって使わ

ない手はねえじゃねえか」ということで，私たちも翌年

竹ボイラーを導入しました．竹筏やっても，ラフティン

グやっても，皆さん，天竜川でばちゃばちゃ泳いで遊ぶ

ので，当然お風呂に入りたくなりますよね．そうしたら，

遊んで帰ってきた後，今までは筏にして遊んでいた竹が，

今度はエネルギーになって，沸かしたお風呂にお客さん

たちが入って温まれるようにしました．ちなみに，この

湯船ももともと舟下りで，普通にお客さんを乗せて下っ

ていた舟です．十数年すると，廃船といって，もう舟と

しての寿命は終わるんですね．12 メートルある観光バス

と同じ長さのどでかい舟で，それを全部湯船にすると大

きすぎるので，前と後ろをくっつけて，真ん中だけ抜い

たような状態にしてお風呂にした．これが本当の「湯船」

というやつなんですね．ありがとうございました．

　これがまた大好評で，要するに，竹というものがエネ

ルギーになるのかというのが私たち世代にはちょっと

びっくりだと思うんです．私，小学校４年まで自宅は五

右衛門風呂で，台所ではくど，かまどでご飯炊いたり煮

炊きしているという環境で育っていました．「おい，宗夫，

ちょっとお風呂たいといて」とか，「くどに火をつけと

いて．そのかわり竹くべるなよ」ってよく言われたんで

すね．要するに，一気に温度ががあっと上がり過ぎるの

で，くどが割れちゃうとか，エネルギーがハイカロリー

過ぎてしまうのでだめだということで，私の頭の中でも，

竹をエネルギーにするという，もともとのそういう発想

がなかった．

　結局，モキ製作所の竹ボイラーと出会ったことによっ
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て，「えっ，竹ってバイオマスエネルギーになるんだ」

と知った．そうしていろいろ調べてみたら，モキ製作所

の製品はボイラーだけでなくて，家庭で使う薪ストーブ

なんかでも竹を燃やしていい．竹が燃やせる薪ストーブ，

これは凄いなと．「薪の入手が困難だ困難だと言ってい

るけれども，山ほどあるじゃんな」と思いました．見た

ら竹藪だらけということは，エネルギーがあるというこ

となので，どうせだったらこういうものの普及もして

いったらいいよなということになりました．竹筏を始め

たおかげで今，天竜舟下り株式会社はモキ製作所の代理

店も始めましたので，もし皆さん，このボイラーが欲し

くなったら，直接行かずに私のところへ来てください．

　ちなみにこれは，私の家で使っている薪ストーブなん

です．これは飯田市の市役所で入れてくれたものなので

すけれど，地域の行政なども，最近こういうものを地域

に浸透させようということで，コミュニティスペースと

かに入れてくれるようになっております．

　これは竹のエネルギーを数値化したものです．福岡大

学のデータを参照したものを，分かりやすく図面にし

てみました．こういうことです．大体根元で直径 12 cm

ぐらい，やや太めで，長さが 15 ～ 16 mの乾燥した竹

を３本燃やしたものと，灯油 18 リットルを燃やしたも

のの熱カロリーがほぼイコールなんです．大体 156,000 

kcalぐらいです．だから，竹が３本あったら灯油 18 リッ

トルと同じなんですよ．もし竹が燃やせる燃焼機器があ

るならば．里山に住んでいて，ガソリン使って町中まで

行って，ガソリンスタンドで灯油 18 リットル買ってく

るんだったら，ひゅっと裏へ行って竹３本伐って乾燥さ

せておけば，それが同じことになる．要するに，自分た

ちのところでエネルギーのサイクルが生まれるという

ことなんじゃないのかなと僕，思っているんですよね．

　いろいろ話してきましたけれども，先ほど言ったよう

に，手ノコでぎこぎこ，ぎこぎこやっていても，しかも

船頭数人でやっていても，やはり広大な放置竹林ではと

ても歯が立たない．私たちは川を活用していますが，見

上げたところには竜丘という場所があるんですよね．こ

の竜丘には当然住民がいらっしゃいます．この方々も，

実はゴミの不法投棄に物凄く頭を抱えていたんですよ

ね．だったら，私たちと一緒に活動していったらどうだ

ろうかということで，その市役所の竜丘自治振興セン

ターというところに私，飛び込んでいきました．センター

長にこういう話を持っていって，ぜひ一緒にやらないか

と言ったら，センター長はめっちゃくっちゃフットワー

クのいい人で，「おう，やりましょう」ということで，即，

天竜川鵞流峡復活プロジェクトが立ち上がりました．

　こんな感じで募集をかけたり，鵞流峡復活プロジェク

トの中でも，プロジェクトメンバーだけではなくて，竹

林伐採バスターズというのも大々的にスタッフ募集をか

けました．今言ったように，こういうことで天竜鵞流峡

復活プロジェクトは，地域と企業が一緒になって同じ課

題をクリアして，お互いにとってメリットがあるんだよ

というような展開を作っていきましょうという取組にな

りました．

　ここの地域の方々の凄いところはここだったんです

ね．竹を伐りましょうって一気に竹を伐り出すかなと

思ったら，やはりもともとのお互いの課題がゴミの不法

投棄だったわけですよ．竹さえ伐ればゴミが捨てられな

くなるのかと．よくネットを張ればゴミが捨てられなく

なるとか防犯カメラ付けたらどうだとかありますけれど

も，ここの方々は凄かったです．地域の方々の意見です．

「ガードレール汚ねえわな」「まずガードレール磨かない

かん」と言い出した．「うわっ，おもしろい．やりましょう」

と言ったんですよ．これは磨いた前と後の写真で，同じ

場所ですよ，ガードレール付け替えたわけじゃないんで
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す．デッキブラシが見えますよね．２年に一遍やってい

るんですけれども．ススムさん．（「はい」という声あり）

１回目って何人くらい見えましたっけ．（「少なかったで

すね．20 人ばかりでした」という声あり）

　ちょっと人数が定かじゃないんですけれど，3 kmあ

るガードレールをみんなに割り振って，バケツ持って，

デッキブラシとか金だわしとか亀の子だわしでばあっと

みんなで洗っていったんですよ．そうしたらこんなにき

れいになった．その後，夜，車で一回通ってみたら全然

違う場所に見えましたね．ヘッドライトがここに当たる

だけで，白いものがわっと浮き出るんですよ．ゴミを捨

てにくる人は，大抵夜が多いような気がするんですけれ

ども，「あれっ」ってやはり異変を感じると思いますよね．

なおかつ，皆さんもやはり自分たちでガードレールを磨

いたので，何となくちょくちょく気になって，ここを歩

くようにもなってきたんじゃないのかなと思うんですけ

れど．

　さあ，それから，「竹伐りましょう」ということになっ

たわけですけれど，私たちが竹林を整備していったとし

ても，私たちは何十年も先の姿って，もしかすると見ら

れないかもしれない．やはり若手と一緒にやっていかな

いと，もう世代をどんどん，どんどんつないでいかない

といけないと考えました．伐る前の姿をまず，子どもた

ちの目に焼きつけておいてほしいということで，この方，

森林インストラクターなんですけれど，きちんと植生や

多様性の話をしてもらって，それから現場に実際に入っ

てバスターズの始動ということにしたわけです．先ほど

も写真に出たように，凄かったです．もう入っていけな

かったです．なので，バスターズを始動する前に，実は私，

１人で黙々と道だけ作ってきました．徐々に徐々に伐採

していっても，こんな感じですよね．もうほとんど身動

きなんか取れやしないと．ここはそうそう竹を引き出す

ことはできないほど過密状態のところだったので，とに

かくきつかったですよ．おもしろいんだけれどきつかっ

た．きついばっかりの作業をみんなずっと続けていると，

やはり嫌になっちゃうんですよね．やはり遊ばなきゃだ

めですよ．

　この人たちは竜丘の方々で，冬場は一緒に皆さんで作

業をされているんですが，夏はもうとにかく遊ぶんです．

伐っておいた竹を使って筏をつくって，みんなで下るん

です．地元の方で，もう 70 過ぎの方なんですけれども，

「おら，子どものころはよく天竜川で泳いだけれども，
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もうこの年になって，まさか筏を組んで，天竜川でまた

遊べるとは」と．なおかつ飛び込んじゃいました，興奮

してね．この方は 72 かな．しばらくひゅーっと向こう

のほうまで泳いでいっちゃったので，スローバッグをぱ

あんと投げて，ロープにつかまってもらって，また手繰

り寄せて．すごく感動されていましたね．「まさかこの

年によってトム・ソーヤーみたいなことができるとは思

わなかった」と．

　これも何というんですかね，飯田市の職員です，この

２人．もう完全に顔が子どもになっていますよね．また，

これは地主さんたちに乗ってもらった筏です．「こんな

こともやって遊べるんですよ．地主さんたちも一緒に作

業しましょうよ．遊びましょうよ」ということで．遊ん

だ後は，こうやって温まるんですよ．先ほど言った竹ボ

イラーで．これがまた気持ちがいい．

　これが教育現場にも飛び火して，地元の小学校で授業

をやってくれと，まず長野県の教育委員会から依頼が来

ました．「でも，伐ったり火をつけたりする教育ですよ．

教育委員会で大丈夫なんですか」と言ったら，「いや，

ぜひやってください」ということで始めました．一緒に

なって渓谷の中に入って，こうやって竹を伐るようにな

りました，子どもたちに「そんなにたくさんのヘルメッ

トはないから，みんな自転車に乗る時のヘルメットで来

てくれ」と言ったら，60 人の子がみんな色それぞれの

ヘルメットで来て，逆に「今，こんなにいろいろな種類

のヘルメットがあるんだな」とびっくりしたぐらいです．

　この子たちが卒業する時に，サプライズで舟下りをプ

レゼントしたんですよ．実際に天竜川で舟下りをしても

らって，「自分たちできれいにした渓谷の姿を見上げて，

それで中学校へ行ってね」とサプライズでプレゼントし

たら，逆サプライズが来ましたね．これは卒業式です．

竜丘小学校の卒業式．毎年ここで国旗を掲揚されるらし

いですが，この年の子どもたちは，「お願いだから，私

たちのつくった絵をバックに卒業式をやってほしい．鵞

流峡復活プロジェクトの代表の曽根原さんを来賓で呼ん

でくれ」と言ったそうなんですね．何のことかなと思っ

て行ったら，子どもたちがそれぞれの舟に乗って，「天

竜川を進んで中学校へ行きます」という絵を描いたのを

掲げてくれていた．これを出したかったらしいんですね．

私もやばかったです．泣きましたね．来賓の席にいなが

ら，１人でひくひくしていまして，「あれ，どうしたん

だろう，あのおじさん」というぐらい，本当に感動しま

した．

　地元の高校との連携もスタートしました．これもまず

なかった絵面なんですが，長姫高校という地元の高校の

高校生が机とか椅子を自分の学校から全部運んできて，

私たちの弁天港というところに集まって，そこで青空教

室をやりたいと言うんですね．どうせやるなら舟の上で

も教室をやろうということで，舟の上でも机と椅子を並

べちゃったり，こういう何か妙な連携が始まりました．

　これは大学生です．宮城教育大学の学生さんがわざわ

ざ仙台からやって来て，朝から渓谷の中に入って竹を

伐って，その伐った竹を運び出してきて，自分たちで組

んで，その組んだ筏に乗って，これから下っていくとこ

ろなんですよね．下った後は，戻ってきて，竹ボイラー

でできたお風呂，お湯につかると，そういうもうオール

竹三昧のプランです．

　きれいな竹林になっても，ゴミはぼんぼん出てきます．

greenbirdという環境問題のNPOの方々と一緒になっ

て，ゴミを運び出しました．あと倒木もそのままに倒し

ておいたらゴミだけれど，渓谷の中で薪割りをみんなで

やって，それをみんなで運び出して，薪もエネルギー活

用していこうということになった．温かい作業，しかも

おもしろい作業ということですね．
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　あと，おいしく食べて竹林整備．これも一つの竹林整

備です．私たちは渓谷の中で焼き肉をやります．これ

はイベントでやったんですけれど，網を使わずに竹網

バーベキューをやりました．伐ったばっかりの竹の横に

スリットをチェンソーでちゃっちゃっと入れておいて，

割った竹をざっと差し込んでいって，この下の無煙炭化

器に炭が入ります．炙っておいて，少しずつ竹の油が出

てきたところへ肉とかエビとかを広げて，ある程度食べ

終わると，ぼそぼそと竹が落ちてなくなる．でも，タイ

ミングがずれると肉も一緒に落ちちゃう．これは非常に

スリリングで，それこそ先ほど聞いたススムさんに言わ

せると，「こんなものは全然落ち着いて食えやしねえよ」

ということでした．ススムさんからは今いちの酷評を頂

きましたけれども，私はこれは非常におもしろかったで

すよ．渓谷の中に網を持っていく必要ないですしね．

　これは，竹を芯にして作ったバンブークーヘンを焼い

ている様子です．

　それから，メンマの作り方を学ぼうと考えました．材

料になるのは，タケノコの伸びたものです．自分の背丈

よりも高いです．これを鎌でさくっと刈って，枝と節を

取り除いて，タケノコを湯がくように湯がきます．要す

るに，タケノコだとメンマになる部分がないんだけれど

も，伸びることによってメンマになる部分ができるとい

うことです．

　１年目は企業さんに参加してもらって，企業さんに

作って頂きました．翌年はもちろん企業さんにも作って

もらっていますけれど，自分たちの地元の味に作りたい

ということで，全部自分たちで手作りしました．これは

物凄く売上はよかったです．一ヶ月半で売り切れてしま

いました．

　放置竹林で悩みを抱えている地域は私たちの所だけで

はなく，幾らでもありますから，この間，全国で純国産

メンマプロジェクトを立ち上げました．京都で開かれた

キッフオフの会には，22 都府県から 57 人の方が集まり

ました．今年から春先，タケノコがちょっと過ぎたシー

ズンから，皆さん，いろいろなところの地域の新聞を見

ていてください．「おっ，そこでも何とかメンマ，おっ，

ここでも何とかメンマ」みたいな形で，どんどん地域の

食がこれから同時多発的に生まれているはずです．こう

いう体験はいいですね．

　私たちは，飲み屋さんとかお店にも，竹を彫って行灯

兼看板にしたものを出しているんですよね．こういう竹
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行灯の置いてある店に入っていくと，地元の食い物が丁

寧に紹介されていますよという，一つの新しい意味での

商店街展開みたいなのを考えて進めました．そうしたら，

横浜反町からもおもしろいから来てくれということで呼

ばれて，去年の 11 月 27 日だったかな，横浜の反町に

行って，イベントで展示を行ってきました．物産ブース

も出展して，好評でした．

　こういう活動をしていたら，真っ暗だった渓谷が蘇り

ました．きれいな景色になったと思ったら「サザエさ

ん」が来ちゃったんですね．サザエさんのオープニング

で紹介される観光案内で，飯田市の天竜舟下りが紹介さ

れました．これは去年の晩秋の風景です．去年はサザエ

さんが来てくれなかったので，ちょっと子泣きじじいを

レイアウトしてみました．元はゴミの不法投棄でぐちゃ

ぐちゃだったところが，だんだん，だんだん天竜川が見

えてきて，今ではヒガンバナが見事に赤い滝のように咲

く姿を見せるようになってくれました．要するに，一番

最初に見てもらった場所が，こんな感じになったわけで

すね．竹を伐採してきたら，湯ノ瀬での温泉宿の基礎を

初めて見つけました．これは，多分こんな感じで建物が

建っていたのかなという想像図です．これからまた，こ

こまで持っていけたら最高だなと思うんですけれども．

　そんなことをやっていたら，昨年は南信州元気な森林

づくり大賞を受賞し，今年は長野県のふるさとの森林づ

くり賞というのを受賞することができました．こういう

形で，今では別に竹を伐るだけではなくて，一緒に遊ぶ

人，竹炭をつくったり，竹行灯を彫ったり，料理した

り，とにかく「一緒にすかっとしまいか」ということで

メンバー募集をしております．プロジェクト組織体制と

いったら，今では竜丘地域自治会，天竜舟下り株式会社，

そこに飯田市や長野県が支援してくれております．竹

林伐採バスターズ，あとは企業としてモキ製作所さん，

NPO「greenbird」，「笑
に

ったり寄ったり」という農産物

加工グループの方，阿智の里さん，ここにまた連携する

ような形で，全国組織「純国産メンマプロジェクト」が

発足しました．こういう形で徐々に徐々にいろいろな枠

へと活動が広がっていっています．

　以上が天竜川鵞流峡復活プロジェクトという私たちの

活動の報告です．ちょっとばたばたとしちゃいまして申

し訳ございませんでしたが，これにて．ご清聴，どうも

ありがとうございました．

○司会　曽根原様，ありがとうございました．

■意見交換

「川辺の『守
も

り』をつなげるために」

○司会　これより，「川辺の『守り』をつなげるために」

と題し，意見交換会に入りたいと思います．登壇者の皆

様をご紹介致します．先ほどご報告・ご講演頂いた原田

様，田中様，曽根原様，そして，新たに石倉水辺愛護会

会長の今井忠良様にご登壇頂きます．進行役は，矢作川

研究所　洲崎，吉橋です．また，書記をNPOまちの縁

側育くみ隊　名畑　恵様にお願いしております．それで

は，よろしくお願い致します．

○洲崎　この意見交換では，これまで川辺の環境や景観

を守ってこられた水辺愛護団体の活動が今後も継続・発

展し，いい川辺づくりにつながっていくようにするには

どうすればいいかということを一緒に考えていきたいと

思います．

　また，今回は初めての試みなのですけれど，名畑さん

に，グラフィック・ファシリテーションという手法で話

し合いをリアルタイムでこちらに記録し，見える化して

頂きます．既に今までのお話をメモにまとめて頂いたも

のがここに展示されています．名畑さん，よろしくお願

いします．

　この意見交換にはご報告頂いた原田さん，田中さん，

曽根原さんに加えて，活動歴の長い水辺愛護会を代表し

て，石倉水辺公園愛護会の会長　今井さんにご登壇頂い

ています．今井さん，石倉水辺公園愛護会のご紹介をま

ずよろしくお願いします．

○今井　どうも失礼します．石倉水辺公園愛護会の会長

をやっております今井といいます．よろしくお願い致し

ます．

　石倉水辺公園愛護会は，平戸橋から豊田方面に向かっ

て 4 ～ 500 mくらいのところで活動しております．面

積が 9,000 ㎡ということになります．愛護会の結成が平

成 10 年，今の会員が 12 名ということで活動しており

ます．活動日は月２回ということで，第２・第４日曜日，

朝８時からやっております．

　活動は，スライドにも書いてありますように，波
は

岩
いわ

水

辺公園の愛護会と一緒にいつもやっております．人数的

に少ないということで，合計 25 名なのですけれども，

ちょいちょい欠席の方もみえますので，一応一緒にやっ

ております．

　石倉という名前は，ここに書いてありますように，活
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動地の中にある護岸用の石垣の名前にちなんでいます．

　これが活動状況で，対岸が古鼡水辺公園になります．

この辺は，昔はもう竹がいっぱいあったところで，今は

草刈りだけということで，草刈りできれいにして，夏に

なるとキャンプの方がいっぱいお見えになります．

　これは青木小学校の子どもたちで，活動地に小川があ

りまして，そこで魚捕りをやるということで，水辺愛護

会の会員が見守りを行っております．結構いろいろな魚

が捕れて，私たちも非常に勉強になりました．

　我々は地域のみんなが集まれるような場所をこれから

も守っていきたいと思っておりますけれど，結構夏場に

使われる事が多くて，テントを張ったりバーベキューを

やる人が多いということで，夏場が大繁盛というのがこ

この現状でございます．以上，ご紹介させて頂きました．

○洲崎　この石倉水辺公園愛護会は，20 年という非常

に長い期間活動を続けてこられて，本当に凄いなと思っ

ています．なぜ 20 年間も続いてきたのか，この意見交

換の中で伺っていければと思います．

　今回は矢作川の水辺愛護活動ということで，特に水辺

愛護会にスポットを当ててご紹介をしてきました．まず，

曽根原さんと田中さんに，今日の前段の報告，豊田の水

辺愛護会についてご感想，ご意見などありましたらお話

し頂ければと思います．では，曽根原さんからお願いで

きるでしょうか．

○曽根原　まず，竹林に携わって活動されている方の数

に驚きましたね．飯田市だったら殆ど全市民じゃないか

というくらい．やはり私，日々竹林整備とかやってい

て嫌というほど感じることなんですけれども，マンパ

ワーって物凄く重要なんですよね．１人でやる仕事を２

人でやる，３人になる，それは単純に２倍，３倍どころ

の話ではないんです．１人だと，本当に１人分の仕事が

ろくに進まない．ただ，人数が増えてくると，その分だ

け安全な作業の仕方をきちんと皆さんで共有していない

と怪我をしたりというリスクも出てくるわけですから，

当然皆さん，そういったところはきちんと講習とかも同

時に行われつつやっているのだろうなと思うのですけれ

ど，いずれにしても，やはりあれだけのマンパワーが竹

林にどっと注ぎ入れることができると，やはり奇跡的な

景観の変化というものが生まれるんだよなと，ちょっと

私，唖然としながら皆さんの活動報告を見させて頂いた

ようなところです．

○洲崎　ありがとうございます．では，田中さん，お願

いします．

○田中　では，失礼します．私たちは，ただ竹を伐ると

いう物凄く単純な活動をやってきました．その竹を伐る

中で，次はどうするか，そこまでの発想を今回は持たず

に矢作川の竹林を伐採しました．天竜川の曽根原さんの

話を聞いて，竹林伐採だけではなくて，伐った竹をどう

いうふうに活用するのか，それが食べ物に変わるとい

う，そういうところまでの発想を今日初めて知ったわけ

です．

　矢作川で伐った竹は 20 万本というふうに言われてい

ました．実際には，タケノコが出てきて 30 万近くはあっ

たのではないかなと思います．それを伐って，殆どの竹

が処分されたんですけれど，その処分をしたのは国土交

通省の皆さんです．少し竹を頂いて工作だとかそういう

ものには活用させて頂きましたけれど，今日いろいろな

話を聞いて視野が広がりましたので，また，竹を伐った

後の使い道について，これから勉強していきたいと思い

ます．ありがとうございました．

○洲崎　それでは今度は，水辺愛護会の会長さんをされ

ている原田さんと今井さんにお聞きします．今日，曽根

原さんのご講演，また田中さんの，トヨタの約 3,000 人

というボランティアが参加した社会貢献活動としての竹

伐りのお話があったのですけれども，このお二方のお話を

聞いての感想やご意見などありましたら，お願いします．

○原田　曽根原さんのお話を聞き，あのアイデア，発想

の源，あるいはそれをもとにした行動力，これに感心す

るというんですか，驚いてただ聞いておりました．お話

の中の「楽しくなくてはならない」，これが大変心に残

りました．私たちも活動を続けているわけですけれども，

何かこう，ただただやっていて，「じゃあ，今日も一日，

怪我なく過ごしましょう」「お疲れさんでした．次回よ

ろしく」で終わっちゃっておりゃへんかな，そういうよ

うな反省を強くした今日でありました．以上です．

○洲崎　有間でも「夢たけのこ」ですとか，タケノコを

使ったアイデア料理とかを出されていると思うんですけ

れども，またもっといろいろ広げられるんじゃないかな

ということを思われたということですね．では，今井さ

ん，お願いします．
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○今井　私は，トヨタ自動車さんが例の長興寺の辺りで

凄い量の竹を伐られたなということで，あそこを通るた

びに非常に感心しております．私たちも竹を伐っている

のですけれど，竹の量が非常に多いですね．私たちは河

川課にお願いして処理をして頂いているのですけれども，

長興寺の竹も凄く，どういう処理をされたか知りませんけ

れども，すっかり運ばれて，きれいな川になったなという

ことで，あそこを通るたびに，見晴らしがよくて，いい川

になって，もう名古屋やあちらのほうに負けないくらい

立派なまちになってきたなということで，非常に喜んでお

ります．そういうことを今日は聞きました．どうも失礼し

ます．

○洲崎　田中さん，今度立ち上がるNPOの森林キーパー

ズについて，少しご紹介頂けるでしょうか．

○田中　まだ内緒のことで，あまり大きな声で言えない

のですけれど．すみません，私事で恐縮ですけれど，今

年の３月でトヨタ自動車を退社します．その関係で，矢

作川に携わってみて，これで２年になるのですけれど

も，実は，私が退社しますと，その後，私の後継者がい

ません．矢作川との関わりについては，これからも継続

していきたいという思いがありまして，木曜日に市民活

動センターにNPOの申請をさせて頂きました．まだメ

ンバーというのは６名くらいしかいません．この少ない

メンバーでスタートします．矢作川での活動として，先

ほど少しご説明しましたけれども，高橋から川端公園ま

で，今度はタケノコを伐ります．もともとこの森林キー

パーズというのはトヨタ自動車の中で作ったサークルな

んですけれど，10 年間，豊田市の市有林で間伐をして

いたチームなんですね．10 年間で１万本ほどの人工林を

伐っておりますけれど，この人工林の経験も生かしなが

ら，山と川で活動する，海での活動は田原の工場のほう

でやっているのですけれど，そういうNPOを作ればい

ろいろな活動に視野が広がっていくという思いがありまし

て，何としてもこの活動を継続するためのNPOをという

ことで，３月１日に設立しました．今，その手続だとか準

備だとか，そういうところに向かっている最中であります．

○洲崎　まだ本当に生まれたてというところだと思うの

ですけれども，可能性としては，例えば，これから森林

キーパーズが矢作川の水辺愛護活動とコラボするという

ような可能性も考えられるのでしょうか．

○田中　当然一緒にやっていきたいと思います．知り合

いにも，いつも河川敷を通りながら小原のほうに帰って

いく従業員がいるのですけれども，そういう人とかOB

になった人がメインになってこれからやっていくので

すけれど，そういう人たちもぜひということで，２年間，

森林計画，矢作川の竹林整備に関わってきましたので，

変わらぬ支援活動をやらせて頂ければと思っております．

○洲崎　豊田市のこれからの水辺愛護活動に本当に心強

い味方ができたなと嬉しく思っています．

　あと，曽根原さん，実は以前に曽根原さんのお話を伺っ

て，竹筏にも乗らせてもらって物凄く楽しかったのです

けれども，メインの話題の一つとして，メンマのお話が

今日ちょっと最後，駆け足だったので，よければ少し補

足をして頂けないでしょうか．

○曽根原　そうですね．まず，「メンマって竹なの？」

と言われることがよくあるんです．タケノコの時期はタ

ケノコで食べますが，タケノコを見過ごして自分の背丈

より伸びてしまうと，「あーあ，もうタケノコの時期過

ぎちゃったな．もう食べられねえわな」と言って，それ

を放っておくと，また放置竹林にあっという間に戻って

いくということだったのですが，実は，タケノコはタケ

ノコで食べればいいのですけれども，旬のものですから

旬で頂くのが一番いいんです．ぎゅーっと自分の背丈よ

りも伸びちゃったものを諦めるんじゃなく，それを鎌で

さくっと刈ります．鎌でさくっと刈った，その刈った感

覚がメンマに加工した時の，「さくっ」とかじる食感と

ほぼ一緒なんですよ．

　タケノコのように，一生懸命頭を探して掘って掘り出

さなくても，自分の背丈も高いものがもう堂々としてい

ますから．それを鎌で刈った時に鎌がくっと引っかかっ

ちゃうようなのは，嚙んだ時に，もう口の中に繊維が残っ

ちゃいます．そうすると，いつまでもぺっぺっとなっ

ちゃう．そうなるとしようがない，もう伐り倒すしかな

い．さくっと伐れたものは塩漬けにして，そうですね，

一ヶ月から二ヶ月後からは，年間通して食べられるメン

マという食への変換がきき，なおかつそれをきちんと商

品として販売すれば，整備した竹林がメンマの畑という

イメージに変わっていくことができるわけですよね．

　結局，整備してないと中へ入っていけないので，幾ら

タケノコが出ても取りにも行けない．放置竹林を伐った

後の維持ということをずっとこれから何十年と続けてい

くというのは嫌だなと思ったんですよね．ただ，維持の
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ためだけに伐り続けるのって．だったら，メンマという

ものにして商品にして販売していけば，その売上という

ものは携わった人たちにまた戻ってくる．収穫して塩漬

けにするということを継続して，それが竹林の維持につ

ながればいいんです．

　親竹というのは５年を過ぎたら伐ってしまって，その

近くから出てきた威勢のいい竹をまた親竹にして，それ

以外のものをまたメンマにして．タケノコを食べて，タ

ケノコのシーズンが過ぎたらメンマに加工してというこ

とを繰り返していけば，必然的にそれが維持にもつな

がっていく．今，日本に流通しているメンマって，ほぼ

100 ％近くが中国産，台湾産の輸入物です．それで，少

しでも地産地消をというイメージから，例えば，ラーメ

ン屋さんとコラボして，自分たちの竹林整備から生まれ

たメンマを，ラーメン屋さんでおいしく食べます，地域

の食材を使いますってなっていくと，これまた一つの新

しいまちづくりの展開にもつながっていくのではないか

なとも思っています．

　商品としてのメンマというもの，あと，自分たちの地

元の食ですよね，冬場になると白菜漬けたり大根漬けた

りするような，そういうイメージの，シーズンを通して

食べられる保存食というところ．あと，ラーメン屋さん

などとのコラボ，地産地消とか食材にこだわっている

ラーメン屋も多いですから，そうしたらラーメン屋さん

を通じてのアピールもできるというような展開．いろい

ろな可能性も含めて，それが結局，竹林の整備の維持に

も直結している，そういう発想で進めております．

○洲崎　竹の種類は問わないんですよね．

○曽根原　ええ．私はまだモウソウチクでしかやったこ

とないんですけれども，実は私に，「このタケノコの伸

びたのがメンマになるんですよ」と教えて下さったお師

匠さんは，福岡県の糸島市にいらっしゃいます日高さん

という方なのですが，その方が，モウソウでもマダケで

もハチクでもメンマを作っております．多少の食感の違

いは当然あるんですけれど．あとは，全部ラーメンのトッ

ピングのメンマとするのではなく，例えば，シュウマイ

の中に入れたりハンバークの中に入れたりということに

よって，一つの食材として捉えていけば，モウソウより

もマダケのほうが少し食感が強いから，さくさくとした

食べ物にはマダケのメンマを使いましょうみたいな，そ

れはもうそれぞれ，地域地域のオリジナルで進めていけ

ればいいのかなと思っていますけれどもね．

○洲崎　矢作川の川辺はマダケが多いです．去年の夏に

水辺愛護会の先進地視察で，皆さん，曽根原さんのとこ

ろに伺って，お話を聞いて大変感銘を受けられました．

原田さんのところの有間竹林愛護会でもメンマに非常に

興味を示されたと聞いていますけれど，少しお話し頂け

ますか．

○原田　今，お話しのように，10 月に水辺愛護会の研

修で伺った時に，メンマのお話を聞きまして，地元へ帰っ

て，女性たちの「たけのこ家」さんの皆さんの代表の方

にお話をしたら，非常に興味を示されて，「ぜひやって

みたい．とにかくやって，成功させて，商品化していき

たい」と非常に意欲を持っておられました．「レシピが

届くのが少し遅いじゃない」なんていう突き上げもあっ

たわけなんですけれども，そんなことで，私たちも 2，

3 日前及び今日，そのレシピもしっかりしたものを頂き

ましたので，また持ち帰りまして，相談をし，何とかチャ

レンジしていきたいなと，こう考えております．

○洲崎　先ほど曽根原さんから，国産メンマのキッフオ

フプロジェクトのご紹介がありまして，22 都府県から

集まったというふうにおっしゃっていましたけれど，実

はその中に愛知県がまだ入ってないんですね．だから，

ひょっとして矢作川ブランドのメンマが愛知県の国産メ

ンマ第 1 号になったりしたら楽しいなというようなこ

とをちょっと思いました．

　それでは，質問票が幾つか届いています．私と吉橋さ

ん宛てのものがちょっと多かったので，すみません，こ

こでお答えをしていきたいと思います．

　矢作川や竹林問題に子供たちや一般市民が触れるの

に，筏づくりと川下りというのがとても効果的じゃない

かという話が凄く納得いった，勉強になりました，矢作

川でこういうことができるのかというご質問でした．

　覚えていらっしゃる方も多いと思いますけれども，か

つて筏下り大会という大イベントが矢作川で５月に行わ

れておりました．20 年続いて，毎年千人以上のお客さん

が来るようなイベントでした．平戸橋の少し下流の，今

日のお話にも出た古鼡水辺公園を出発点に，2 kmほど

川を下りました．竹ではないんですけれど，みんな手作

りの筏で下るという非常に楽しいイベントでした．です

ので，届け出をすれば可能ではないか．今日はここに河

川管理者の方もいますのでお聞きしてもいいのですけれ

ど，恐らくしかるべき手続を経ればできる．矢作川で誰

が音頭を取るのか，そして，矢作川には船頭さんがいな
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いので，どういう方にそういう安全面でのケアをしても

らうかということが課題になってくるかと思います．

　あと，もう一点，すみません，これも私たちへの質問

なんですけれども，久澄橋の下流左岸の森林塾の活動範

囲で竹林の伐採が行われたけれど，護岸の面でも伐採

後の養生が必要ではないかというご意見がありました．

ちょっとこれは分かりにくかったんですけれど，竹林の

中に広葉樹が残っているということで，その広葉樹の稚

樹が定着し，成長することで，護岸の役割が高められて

いくのではと思っています．

　それから，これも私たち向けで，川は水，農業用水，

発電用水，海への栄養源の補給など，さまざまなありが

たみというものを豊田市民に与えてくれるんだけれど，

この水のありがたさというものが知られていないので，

そのことが川の愛護活動に関わる人がなかなか少ないと

いう結果になっているのではないかというようなご意見

を頂きました．

　まさしくその通りで，私たちの飲み水も生活に使う水

も，工場で車に使う水も，みんな矢作川が元になってい

る．ふだんの暮しの中だと，水は水道の蛇口から出てき

て排水口に消えていってしまい，その蛇口の向こうには

川があり，水源の山があることや，排水口の向こうには

三河湾があるということを普段の暮しで思い描くことと

は殆どありません．私たち，矢作川流域の住民は矢作川

の水に生かされている，じゃあ，この川にもう少し恩返

しをしようということを言っていかなくてはいけない．

うちの研究所でももっとそういうことをPRしていかな

ければいけないのかなと思います．

　あと，田中さんに．皆伐した後の場所はその後どうな

るのか．桜の木でも植えれば，その後もきれいに保たれ

そうな気がするがというようなご質問でした．

○田中　今，国土交通省の方が一生懸命護岸の整備をし

てくれていまして，まだ私どももどういうふうになって

いくのかというのは聞いてないのですけれど，お願いを

したのは，長興寺までの 1.2 kmと川端公園の先端から

１周回ると 8 kmくらいになるのではないかなと思うの

ですけれど，そこで市民の方がジョギングやサイクリン

グをできるようにして頂きたい．竹林がなくなった場所

にあれだけの敷地といいますか，土地があるとは思って

もいませんでしたので，あの場所を公園化して頂ければ，

市民の憩いの場になるのではないかなというふうに思っ

ています．

　先ほど，このシンポジウムが始まる前に礒谷副市長と

少しお話をさせて頂いた時に，そういう構想を持ってお

られるということも聞きましたので，国土交通省の皆様

の河川整備が終わった後，今度，豊田市が手をかけて，

あの公園をどういうふうに作り上げていくのかというの

を，これから川端公園を整備しながら見届けていきたい

というふうに思います．また，2019 年のワールドカッ

プが豊田スタジアムで行われる時に，この矢作川の河川

敷の，高橋から久澄橋の間にはまだ手つかずの部分もあ

ります．先ほどNPOを立ち上げると言いましたけれど

も，６人ではできないので，この高橋から久澄橋までの

間についても，トヨタ自動車の従業員に参加してもらっ

て，その中継役としてこの森林キーパーズというNPO

をつくる，そういう目的でいます．今後も河川敷の整備

だけではなくて，どういうふうに公園をつくっていかれ

るのかという事についても，市民の声を聞いて頂いて，

いい公園にして頂ければありがたいと思っています．

○洲崎　竹の伐採というのは，実は河畔林づくりのス

タート地点ですね．これから草が生え木が生え，放って

おけばまた藪になってしまうという中で，これからどう

いう場所を作るか，また息の長い取り組みをお願いでき

ればと思います．

　あと，感想ということで曽根原さんに，「すばらしい

ご活動に感動しました．ありがとうございます．世界中

へ竹との共生をぜひ発信してください」というお言葉が

ありました．

　それでは，あまり時間はないのですけれども，この意

見票にはお書きにならなかったけれども，ぜひここで登

壇者の誰かに，これが聞いてみたい，質問でもご意見で

も感想でも結構ですので，そういう方がいらっしゃった

らご挙手をお願いします．

　どうぞ．

○氏名不詳　川に限らず，山なんか竹がいっぱいあって，

最終的には，昔，竹っていろいろプラスチック替わりと

いうか，笊にしたりいろいろしたと思うんですけれども，

今の時点で言えば，駆除してしまったほうがいいところ

もあるような気がするのですが，なかなかそう簡単に，

先ほど言われたように，ブルドーザーでがっと根こそぎ

やればいいのですけれども，山のほうなんてそういうわ

けにいかないような気もしています．その辺をどうすれ

ばいいか，今日の川の関係の方でお答えできるかどうか

わかりませんが，竹の駆除というか，死滅させてしまう

何かいい方法があるのかどうかというのを少しお伺いし
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たいと思います．

○洲崎　なかなか難しいですね．特に山は，もともとほ

かの林があったり，民家や田畑などの別な土地利用の場

所に侵出しているところが多いので非常に難しい．死滅

というのはほぼ無理ではないかと思いますね．やはり，

伐採をもう根気よくするしかないということと，伐採し

たものを，今日のお話のように，何らかの形で利用す

る．利用と整備をセットにしていくことで，伐採へのモ

チベーションを持続できる．面積によりますけれども，

本当に根気よくやっていけば弱まってはいくので，そう

いうサイクルができるような竹利用というものを伐採と

セットでやっていくしかないのかなと個人的には思いま

す．では，曽根原さん，お願いします．

○曽根原　要するに地下茎を弱らせないことには，見え

ている地上の竹を伐ったところで，どんどこどんどこ出

てきちゃうんですけれども，伐採する高さによっても地

下茎の弱り方というのは違うと言われています．地面す

れすれで伐るよりかは，大体人間の腰高くらいで伐って

おくと，地下茎は，まだこの竹は生きていると思って一

生懸命養分を送り続ける．よく竹の伐り株から水を吹い

ていたりして，アオミドロみたいな，カビみたいになっ

ちゃっているような状態になるということがあります．

どんどん弱っていって，最終的には次の年にもタケノコ

は生えてくるのだけれど，比較的細い竹が出てきて，そ

れをまた同じように伐っていれば，３年もすると，もうそ

の系列の地下茎の竹は途絶えるというのも一つあります．

　あとは，これはお勧めしませんが，竹の切り株の節を

抜いておいて，そこに除草剤をぶっ込んで，ラップと

か缶とかで，雨水で除草剤が薄まらないように蓋をし

ちゃっておく．そうすると，それが逆に地下茎のほうへ

ずっと入っていって，その同じ系列の地下茎がみんな枯

れるという，そういうことをやるっていう人の話も聞い

たことはあります．そうすると，その辺の土地がその

後，例えば畑みたいになった時に，ちょっとどうなのか

ななんていうのは思いますけれど．要するに，竹林を絶

やしたければ，一番いいのは腰高で伐っていくこと．た

だ，３年から５年は頑張って頂きたいなと思いますけれ

ども．

○洲崎　ありがとうございました．では，今のお話に関

連しまして．

○吉橋　すみません．今井会長さん，少しお聞きしたい

のですけれど，川辺と山では多分状況は違うかもしれま

せんが，先ほど写真でお見せ頂いたところは全部竹藪

だったところですよね．今は草地になっていますが，ど

のくらいかかって，どんなふうにしてそうなったのか，

ぜひお聞かせください．

○今井　今言われたように，やはり３年から４年は辛抱．

何回でも草刈り機で頭を伐っていくと，３年から４年で

きれいになっていきます．そういう経験があります．

○洲崎　では，ほかに会場からご質問．どうぞ．

○氏名不詳　田中さん，どうもご苦労さまです．一つ質

問があるんですよ．あれだけの竹をね，２年かかってき

れいにして頂いたのは非常にいいことかもしれませんけ

れど，私が聞いていてふと思ったことは，あそこに住ん

でいた動物たちや鳥はどこに行ってしまったのかな．そ

ういうことまできっと恐らく考えて事業をされたと思う

んですけれども．同じ地球に住んでいて，我々は人間だ

からその特権がある，でも，動物たちにはそんなのはな

いぞというふうに思われていると非常によくないのでは

ないかな．そういう心優しいところがあれば，ぜひとも

教えてほしいんですけれど．

○田中　一番心苦しい質問なんですけれど，私どもの社

有地にトヨタの森があります．そこでは，市内の小学

校の子供たちを毎年 153 校くらいですけれども呼んで，

生涯学習の勉強をする場にしています．その森には，人

間が整備して，全ての下草も取ってすっきりさせたとこ

ろにいる虫と，あるいは動植物も含めてですけれども，

もともとの何にも手つかずのところの虫がいます．ある

ところを整備した時には，その生き物については，自然

に自分の棲めるところに移動してくれると聞いていま

す．矢作川については，全て伐採して，そこをブルドー

ザーで根こそぎ取ってということで，言ってみれば，動

植物がかなり，もしかしたら死んだかもしれません．し

かし，ブルドーザーでかき出す前には，多分太陽の光が

まともに当たるようになって，動物たちは多分どこかに

逃げていってくれたと私は思っているんですよ．

　ただ，例えば，ヘビが死んでいたとか，鳥が死んでい

たとか，そういうものはあそこで計 13 回活動した時に

一度も発見していません．スズメバチの巣もあったので

すけれども，スズメバチも多分どこかに飛んでいって，
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新たなところで巣をつくってくれたのかなというふうに

私自身思っています．その動物を決して殺したりとか，

そういう気持ちでやっているわけではなくて，もともと

の状態に戻しつつ，また新たな動物がそこに棲んでくれ

る，そういう期待も兼ねてやっておりますので，ご理解

頂ければと思います．

○洲崎　すみません，少し私から補足をしますと，トヨ

タの活動地は，もともと東海豪雨災害を受けて，洪水の

時に水の流れる量を増やすのに，地面を削って，その上

の竹林もろもろ等も全部取っ払う必要があった場所で

す．その中で，左岸側の御立公園は勾配が緩やかだった

ので竹林の中の木を残せたのですが，右岸側は急なの

で，竹林の中の木を殆ど残せなくて，結果，丸裸になっ

てしまった．これからこつこつまた植栽する木を同じ川

の別のところから持ってきたりということが計画されて

おり，また，ゆくゆくは河畔林に戻してやることで，時

間はかかるけれども，森としての環境を回復させるとい

うことを視野に入れています．

　ここで名畑さんのほうから，これまでここで出てきた

お話の振り返りというものをして頂けたらと思います．

○名畑　ありがとうございました．今日はこのような，

皆さん，凄い熱量でもって語って頂いたことを少し書き

とめていたのですが，とても楽しく書きとめさせてもら

いました．

　では，今日出たお話を少し振り返らせて頂きます．今

日は，「川の新たな恵みを創ろう　～川辺の『守り』を

つなげるために～」というお題でしたが，やはり，この

川辺の「守り」の継承・発展とこれからに向けてという

課題提起が洲崎さんと吉橋さんからありました．

　それを受けて，３名の登壇者の方が，まず，有間地区

では大きく二つ，「守り」の活動は間伐を，そして，竹

の恵みを活用するためには，タケノコの水煮を商品化し

たりだとか，子供たちとの触れ合いだとか食事会もやっ

ているよということを原田さんが紹介してくれました．

　その次に，田中さんには，母なる川・矢作川を見たい

ということで挑戦，それに共感が寄せられて，その情熱

によって 3,000 人もの人たちが参加したという熱いお話

を聞かせて頂きました．

　その後，曽根原さんからの話題としては，まさに放置

竹林，真っ暗で不法投棄のごみまであったようなところ

が宝に変わっていった．それは，環境と観光，地域づく

りという宝に変わってきたよという非常にダイナミック

なお話を聞かせて頂きました．その物語の始まりは，船

頭の有志さんたちが「世界平和」という旗を掲げて筏に

乗ったところから始まるという非常にドラマチックな話

をして頂きました．

　登壇者の方に今井さんが加わって頂いて，今井さん，

石倉水辺公園愛護会では 20 年もの活動を続けてきたと

いうお話を聞かせて頂きました．

　そして，お話し合いの中で大きく三つの流れがあった

かと思います．まずは，人がたくさん集まるということ

の強さ，仲間の輪を広げるということが語られたかと思

います．加えて，仲間の輪を広げて，それを継続の仕組

みづくりへつなげていくというところが非常に重要なポ

イントだと思うのですけれど，そのうちの一つとして，

田中さんは，NPO化をめざして森林キーパーズなど，

新しいテーマ型のグループが愛護会と連携するという心

強いお話を提案されました．もう一つは，やはり，そう

ですね，楽しさを仕掛けるということ非常に重要なテー

マだったかと思います．曽根原さんに触発されてメンマ

も作りたいということを原田さんがおっしゃっていまし

たけれども，竹を宝に変えるという発想の凄さが非常に

今日はたくさん，目からうろこだったかと思います．

　このくらいでよろしいですか．

○洲崎　ありがとうございました．今日の会全体の中身

をとても分かりやすく，楽しく視覚化して頂きました．

　それでは，そろそろ意見交換の時間も最後に近づいて

きてしまいました．曽根原さんから一言ずつ，今日のシ

ンポジウムを振り返って，ご感想などありましたらお話

し頂ければと思います．

○曽根原　いろいろなところに出かける機会が多いので

すが，やはり意識のある方々がそれぞれの地域で頑張っ

ておられますけれども，必ず聞かれるのが，「この活動も，

うちら年をとるとなかなか次への継続が難しいんだ」と

いうことで，これはどこでもよくある話かと思います．

　逆に私は，この整備の継続だったりというものを社会

理念で頑張っているわけじゃなくて，おもしろいから

やっているだけなんですよ．おもしろいからやっていた

ら，どんどん，どんどん，ほかにも可能性が広がってい

く．理念も大事なんですけれども，安全性と楽しみとい

うものをいかにして共有していくかということが，結果，

若い世代へのバトンタッチになっていくんじゃないかな

と常々に思っていますので，あまり硬く考えずに，「楽

しむためには伐らなきゃ筏は組めないよ」みたいな，そ
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ういう順番でもいいのかななんてちらっと思ったりもし

たんですけれど．これだけたくさん人が集まるところで

すから，よりいろいろな発想で進めて頂けたらいいかな

と思いました．

○洲崎　ありがとうございました．田中さん，お願いし

ます．

○田中　私は幸せなんですけれど，トヨタ自動車という

大変大きな会社に勤めている自分を今でも誇りに思うん

ですけれども，トヨタの持つ財産というのは人的財産だ

というふうに思います．３年目の人たちが集まってくれ

るということ自体が，いろいろな社内組織があって，そ

こから 200 人，300 人と矢作川の竹林伐採に賛同して

くれるんですけれど，賛同するに当たって，自分として

は，情熱を持って，そこに一生懸命自分も取り組み，そ

ういう姿を相手に見せて，また次の機会に，「じゃあ，

またやってみよう」というふうに共感をもらえるような，

そういう自分をめざしています．

　これから矢作川の河川敷での活動で，豊田市と国土交

通省の皆さんとトヨタ自動車の皆さん，私がトヨタを

去っても，この関係はこれからも継続していきたいと強

く願っています．そのことをお願いしながら，これから

もいろいろな発想を持てるような仕組みづくりも含め

て，トヨタの「カイゼン」という響きは皆さん聞いてい

ると思いますけれど，伐り方，景観，残す様子も含めた「川

の改善」ということを，この矢作川の河川敷を一つのモ

デルにしながらやっていきたいというふうに考えていま

す．今後ともご支援・ご協力頂きますよう，よろしくお

願い致します．ありがとうございます．

○洲崎　ありがとうございます．では，原田さん，お願

いします．

○原田　私たちがしているこの愛護会活動，竹林の伐採

等々ですが，どこの愛護会も同じような課題として，後

継者不足，高齢化による出役者の減少，後継者がなかな

か増えないという大きな問題があると思うわけですが，

私たちも，今，それに大変不安を感じております．今後，

あと３年間で予定の 10 年がたつわけですが，そこまで

何とか乗り切るには，やはりみんなの会員の方たちと心

を通じながら，お互いに協力し合ってやっていくしかな

いのかなと，こんなことを思っております．

　何にしても，「苦しい，えらい」，「まあ，えらいこと

はやめだ」と，そう思うのでなくて，「楽しさも，おも

しろさもあるんだよ」ということを見つけながら乗り

切っていきたいなと，こんなことを考えております．さ

らには，発表でもお願いしましたボランティアの方の助

けを借りながらということもつけ加えておきたいなと思

います．以上です．

○洲崎　ありがとうございました．では，今井さん，お

願いします．

○今井　今言われたように，私たち，愛護会で竹を伐っ

て，いろいろ活動をしているのですけれども，結局は，

皆さんと仲よく人生を送りたいという気持ちが一番強い

のです．それで，これからも川をきれいにすると気持ち

がいい，それと，仲間と楽しい話ができるということで，

これからも続けていきたいなと思っております．

　また，グループで天竜川へ行って，筏下りに何とか乗

せて頂きたいなという憧れを持ちましたので，またよろ

しくお願い致します．

○洲崎　ありがとうございました．それでは，最後のま

とめに当たり，吉橋さん，お願いします．

○吉橋　愛護会の皆様に話を聞く中で，風景，かつて

遊んだ風景を掘り出すんだというふうに聞いてきまし

た．それが活動の原動力になっていると聞いてきたので

すが，今日，皆さんのお話を伺いながら，昔の風景の中

に，かつて遊んだ仲間や，それから，一緒に魚釣りをし

たお父さんたちの面影，そうしたものがあって，そのお

もしろさがあった風景を掘り出すんだと，そういう背景

があったんだなとつくづく思いました．

　そして，今日，たくさん川の恵みのことを聞きました．

これからの若い世代も，楽しみを原動力にして新しい風

景をつくっていくという，そういうふうな活動の原動力

は，やはり昔も今もおもしろいとか楽しいということな

んだなと思いましたので，そういった楽しさも私たちも

何かサポートしていけたらと思います．

○洲崎　私も東京から豊田市に移り住んで，もうすぐ

20 年になるんですけれども，初めて矢作川を見た時の

驚きと感動というのは今も覚えています．この矢作川の

きれいさを，実は豊田市民が一番知らないんじゃないか

なと思います．この美しい川辺をつくるのに，本当に水

辺愛護会初め，活動団体の皆さんが凄く大きな役割を果
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川の新たな恵みを創ろう　～川辺の「守
も

り」をつなげるために～

たしてくださってきています．

　今日の会では一応そのことがお伝えできたのかなとい

うことと，もっと水辺愛護活動の楽しみが広がって，今

まで川に関わったことのなかった人も，この矢作川の水

辺の魅力や楽しさ，そういうものを見つけて仲間を増や

していきたい，一緒にやっていきましょうというふうに

皆さんに呼びかけをしたいと思います．

　それでは，少し時間が超過してしまいましたけれど，

これで意見交換会を終わらせて頂きます．どうもありが

とうございました．

○司会　ありがとうございました．

　登壇者の皆様，そして会場の皆様，熱心にご議論頂き

まして，ありがとうございました．

　皆様がご退席されます．会場の皆様，もう一度，盛大

な拍手をお願い致します．

　どうもありがとうございました．

　最後に，豊田市建設部副部長　岡本哲志より，閉会の

ご挨拶を申し上げます．

○岡本　本日は，矢作川研究所シンポジウムにご参加頂

きまして，最後までご清聴頂き，誠にありがとうござい

ました．

意見交換で作成されたグラフィック・レコード．

　特にご講演頂きました天竜川鵞流峡復活プロジェクト

代表の曽根原様におかれましては，大変興味深い内容を

楽しくお話し頂きまして，誠にありがとうございます．

ただ，若干残念でございましたのは，動画が見られなかっ

たということで，動画を見られたい方につきましては，

ぜひとも現地のほうに行って楽しんできて頂きたいと思

います．

　また，市民の皆様方の矢作川への関心が高く，地域で

の活動を通じまして，人づくり，地域づくりの輪としま

して矢作川が大きく利用されていることを痛感致しまし

た．シンポジウムでの貴重なご講演，ご意見を踏まえま

して，当研究所といたしましても，矢作川のすばらしい

環境の保全に向け調査研究を続け，愛護会活動が継承・

発展できますよう支援していきたいと考えております．

今後も皆様方のご支援・ご協力をお願い致します．

　最後になりましたが，冒頭，副市長からもご案内があ

りました資料の中に，ラグビーワールドカップ，「星め

ぐりの町」シネマのチラシ，また，25 日のスカイホー

ルにおけます「ＷＥ　ＬＯＶＥとよたフェスタ」のご案

内等ございますので，ご覧頂ければと思います．

それではこれでシンポジウムを閉会とさせて頂きます．

どうもありがとうございました．
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シンポジウム記録

意見交換で作成されたグラフィック・レコード(2)．


